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今月の内容
2017  DECEMBER  No.553

　11月10日、ツール・ド・おきなわの国際レース部門に

出場するオランダの選手が、自転車に乗って真喜屋

小学校を訪れました。子どもたちは、プロの選手の

自転車に乗せてもらい大喜び。言葉は通じないけれど、

自転車を通して皆が笑顔になった瞬間でした。

・・・
今 月 の 表 紙・・・

注 :（　）内数字は対前月比

平成29年10月31日現在
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各支所窓口
久志支所
55-8101/55-8102

問
☎

屋部支所
52-2610

問
☎

羽地支所
58-1221

問
☎

屋我地支所
52-8957

問
☎

わ
か
め
会
の
健
康
レ
シ
ピ

1. しょうゆ、みりんで下味をつけた豚肉に
片栗粉をまぶし、こんがり炒め、とっておく。

2. にんにく葉、長ネギは細切り、人参は千切りにする。
3. 豚肉を炒めたフライパンにごま油を熱し、人参、

長ネギ、にんにく葉を炒める。豚肉をもどし中華だし、
オイスターソース、マヨネーズで調味する。

4. 器にご飯、3を盛り付け、温泉卵をのせる。 53-1281☎問 わかめ会事務局

□ 豚細切れ肉
□ にんにく葉
□ 長ネギ
□ 人参
□ 温泉卵
□ ご飯
□ しょうゆ・みりん
□ 片栗粉
□ サラダ油
□ ごま油

160g
200g（2束）
1本
40ｇ
4個
600ｇ
各大さじ1/2
大さじ1.5
大さじ1
大さじ1

□ オイスターソース
□ 中華だし
□ マヨネーズ

大さじ1強
小さじ1
大さじ1/2

材料（4人分）

将来はロードレーサー？

にんにく葉の豚肉丼

作り方

辛み成分が
新陳代謝を高め
抵抗力アップ！！

目次
名護市の人口および世帯数
わかめ会の健康レシピ／ にんにく葉の豚肉丼

名護の顔／ 和♡シークヮーサー笑費隊

各種相談業務

第２９回 ツール・ド・おきなわ２０１７

名護市の学力向上

月刊ナグリ
キラリ輝く中小企業・小規模企業

あけみおのまち名護

市長への手紙

まちの話題

年末年始のごみ出し
名護市民会館からのお知らせ

情報ぼっくす

第30回 なごやんばるツーデーマーチ

特集 介護職を考える／ 福祉のこころで介護職につく

市政FLASH プラス＋

おでんせ八幡平
ふるさと納税で地域づくりを応援しよう

市史だより
マンホールカードについて

こま

こま
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笑ってシークヮーサーを消費したい
渡具知 豊さん（50）、仲村 尚吾さん（38）、大城 卓也さん（32）

各
種
相
談
業
務（
祝
祭
日
を
除
く
）

不動産無料相談                          第2・4火曜
13:00～ 名護市役所守衛室
沖縄県宅地建物取引業協会
要予約 ☎098-861- 3402

2

不動産無料相談                             第3水曜
14:00～ 名護市役所守衛室
不動産保証協会沖縄県本部 
要予約 ☎098-867-6644

3

                             第2水曜
10:00～15:00 名護市役所守衛室
交通事故相談4

消費者無料相談室
毎週月曜・火曜・木曜 10:00～16:00
名護市産業支援センター

5

                                    第2・4金曜
13:00～16:00 名護市役所守衛室
行政書士無料相談6

市税・国保税納税相談
【夜間】毎週木曜（12月28日を除く）
17:30～20:00 納税係・保険税係
【休日】12月10日（日） 13:30～16:30 納税係
※休日は市税のみ

7

市民ほっと健康相談                                          毎週月曜
9:30～11:30 名護市役所健康増進課・健康相談室
9

こころの健康相談
月曜～金曜 9:00～16：00（福祉職相談員）
第3水曜 午後（臨床心理士、要予約）
社会福祉課 ☎53-1212 内線111

10

児童相談・女性相談・児童虐待相談
月曜～金曜 9:00～17:00
家庭児童相談室 ☎53‐6517

11

生活困窮者自立相談支援
月曜～金曜 9:00～16:00 名護市役所 生活支援課
「くらしと仕事の応援センターさぽんちゅ」 
☎53-1212 内線244

12

　

年
間
約
３
６
５
ト
ン
の
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
が
未
収
穫
で
カ
ラ
ス

の
エ
サ
と
な
っ
て
い
た
。生
産
者

に
と
っ
て
苦
し
い
状
況
の
中
、名

護
市
の
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
笑
っ

て
広
め
、伝
え
、消
費
し
、そ
し
て

定
着
さ
せ
た
い
と
立
ち
上
が
っ
た

の
が
加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
の
3
人

だ
。同
業
者
同
士
の
連
携
は
異
例

で「
生
産
者
の
た
め
に
」と
い
う

信
念
の
も
と「
和
♡
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
笑
費
隊
」が
結
成
さ
れ
た
。

　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
ま
つ
だ
さ
ん
の

『
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
う
た
』に
振

付
を
加
え
、各
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ

し
て
き
た
。渡
具
知
さ
ん
は「
市

内
の
保
育
園
児
が
曲
に
合
わ
せ

て
踊
る
よ
う
に
な
っ
た
。友
好

都
市
で
は
給
食
の
デ
ザ
ー
ト
に

出
し
て
も
ら
え
て
い
る
。シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
」

と
活
動
を
語
る
。

　

現
在
、ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
王
子
な
ど
、

隊
と
と
も
に
魅
力
を
発
信
す
る

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は

50
人
を
超
え

る
。仲
村
さ
ん
は「
点
で
し
て
い

た
活
動
が
面
と
な
り
、相
乗
効
果

を
生
ん
で
い
る
」と
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
る
。

　
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
使
用
し
た

新
商
品
も
開
発
さ
れ
た
。大
城
さ

ん
は「
会
社
で
は
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

                                            第1金曜
14:00～16:00 名護市産業支援センター
「地域若者サポートステーションなご」
☎54-8600

就職出張相談室（無料）13

名護市エコステ3R「なごころ」関連講座
毎週水曜・土曜 なごころ 要予約 ☎43-0254
14

沖縄県断酒協議会・断酒連合会
毎週火曜・水曜・木曜
北部福祉保健所 ☎52-2734

15

もの忘れ相談
毎月第2水曜 10:00~16:00
名護市地域包括支援センター ☎43-0022

16

                           第2・4火曜
13:00～16:00
中央公民館・第4研修室
要予約（相談日の8日前より受付）
☎53-5445

無料法律相談1

左から大城さん、渡具知さん、仲村さん

名護の顔 No.116
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関
連
商
品
の
取
引
の
幅
も
増
え

て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
笑
っ
て
広

げ
た
い
」と
語
る
。

　

大
城
さ
ん
は「〝
楽
し
い
〞。こ

の
活
動
を
は
じ
め
て
、実
家
の
母

も
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
料
理
に

多
用
し
て
い
る
。こ
の
楽
し
さ
が

魅
力
」と
話
す
。

　
仲
村
さ
ん
は「〝
文
化
と
物
語
〞。

昔
か
ら
身
近
に
あ
り
、文
化
を

育
ん
で
き
た
。生
産
者
に
は
大

変
な
時
期
も
あ
っ
た
け
ど
、シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
の
物
語
は
続
い
て

い
る
」と
語
る
。

　

渡
具
知
さ
ん
は「〝
ゆ
る
ぎ
な

い
財
産（
産
地
）〞。シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
が
よ
く
育
つ
の
は
や
ん
ば
る

の
西
側
の
一
部
地
域
。植
物
が
選

ん
だ
場
所
と
言
え
る
。50
年
先
ま

で
続
け
ら
れ
る
産
地
形
成
、こ
れ

は
最
高
の
財
産
」と
産
地
の
魅
力

と
つ
な
げ
る
。

　
「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
は
、名
護

市
民
1
人
が
２
日
に
1
個
食
べ

れ
ば
、年
間
約
3
6
5
ト
ン
消
費

さ
れ
る
。健
康
や
美
容
に
も
良
い

効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、普
段

か
ら
使
っ
て
み
て
ほ
し
い
」と

渡
具
知
さ
ん
が
加
え
る
。

　

多
く
の
人
を
動
か
す
不
思
議

で
魅
力
的
な
果
実
。今
日
の
食
卓

に
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
並
べ
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

                      月曜～金曜
9:00～17:00 中央公民館
教育相談8

和
♡
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
笑
費
隊

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
魅
力
を

一
言
で
表
現
す
る
な
ら・・

な
ご

な
ご

和♡シークヮーサー
笑費隊

なご

https://www.youtube.com/watch?v=zOrch8_IKrE
https://www.youtube.com/watch?v=EphaeHRnTf4

動画URL

FMやんばる
「10万人胃袋
プロジェクト」
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第29回
ツール・ド・

おきなわ2017
熱帯の花となれ　風となれ

主催：NPO法人ツール・ド・おきなわ協会、北部広域市町村圏事務組合、（公財）日本自転車競技連盟

　

歯
を
食
い
し
ば
り
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
に

向
か
う
ス
プ
リ
ン
ト
は
レ
ー
ス
の
醍
醐

味
の
1
つ
。大
会
2
日
目
は
、各
レ
ー
ス

の
ス
プ
リ
ン
ト
を
見
よ
う
と
、ゴ
ー
ル

付
近
沿
道
を
観
客
が
埋
め
尽
く
し
た
。

市
民
レ
ー
ス
50
㎞
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
で
は

数
十
人
が
固
ま
り
と
な
り
、最
後
の

直
線
に
勝
負
を
か
け
た（
写
真
）。

　

正
午
過
ぎ
、男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
2
1
0
㎞
の
先
頭
集
団

は
15
人
。渾
身
の
力
で
ゴ
ー
ル
を
駆
け

抜
け
た
。勝
利
を
確
信
し
拳
を
高
く

掲
げ
た
の
は
、佐
野
淳
哉
選
手
だ
っ
た
。

　

11
月
11
日
、12
日
の
2
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
29
回 

ツ
ー
ル・

ド
・
お
き
な
わ
2
0
1
7
。昨
年
よ
り

1
5
0
人
増
え
過
去
最
多
の
4
8
9
1

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

　

激
坂
で
の
ダ
ン
シ
ン
グ
、ゴ
ー
ル
前

の
前
傾
姿
勢
の
ス
プ
リ
ン
ト
、沿
道
の

声
援
へ
の
笑
顔
。や
ん
ば
る
を
舞
台
に

国
内
最
高
峰
の
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

【
男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

2
1
0
㎞
】

優
勝　
佐
野 

淳
哉

　
　
　
（
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
パ
ワ
ー
タ
グ
）

2
位　

K
oos J

eroen K
ers 　

　
　
　
（W

T
C
 de A

m
stel

）

3
位　
畑
中 

勇
介（
チ
ー
ム
右
京
）

【
女
子
国
際
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
1
0
0
㎞
】

優
勝　

E
llen V

an D
ijk

　
　
　
（W

T
C
 de A

m
stel

）

2
位　
與
那
嶺 

恵
理（
F
D
J
）

3
位　
中
井 

彩
子（
鹿
屋
体
育
大
学
）

【
ジ
ュニ
ア
国
際
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
1
4
0
㎞
】

優
勝　
細
田 

悠
太（
南
大
隈
高
校
）

2
位　
吉
原 

愛
貴（
石
田
高
校
）

3
位　
成
海 

大
聖（
普
天
間
高
校
）

大
会
リ
ザ
ル
ト　
国
際
レ
ー
ス
部
門

（
敬
称
略
）
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佐野 淳哉選手
（マトリックスパワータグ）
チャンピオンレース優勝

INTERVIEW 参加者の声

「優勝は率直にうれし
い。大人数が最後まで
もつれ、抜け出せた
ことは大きかった。
チームの役割分担が
でき、優勝できた。
チームメイトのおかげ」

西 加南子選手
（LUMINARIA）

女子国際ロードレース 10位

「シーズン最後に一番
きついレースだった。
ツール・ド・おきなわは、
レース後に仲間と懇親
できるのが良い。また
名護市で春先まで合
宿して力をつけたい」

前川 恒久さん
弘盟くん 響希くん

（瀬喜田小4年／2年）
73㎞伊平屋島サイクリング

恒久さん「昨年伊江島まで
のサイクリングが楽しかっ
たので今年は伊平屋島
サイクリングに挑戦した。
塩作りを見学したり、サイ
クリングを満喫できた」

仲松 千尋さん 當銘 伸吾さん
仲榮眞 盛一さん
（やんばらーず）
市民100㎞レース

仲榮眞さん「チームで同じ
レースに出るのは今回が最
後。目の前で落車もあり、怖
かった。全体のレベルが上がっ
てきているので、もっと練習
して次回に臨みたい」

大城 朝海くん
（名護小6年）

小学生レース10ｋｍ 3位

「3位は悔しいが、力を
出し切れた。来年から
中学生の部に出る。表
彰台に上がれるかは
わからないが上位入賞
目指して頑張りたい」
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① 男子チャンピオンロードレースのフィニッシュ
② バリアフリーサイクリング
③ 学生ボランティア
④ 会場を盛り上げた名護さくら太鼓
⑤ 親子や女性が多数参加したサイクリング部門
⑥ 羽地ダム付近坂道の沿道の声援
⑦ 白熱したちびっこ三輪車レース
⑧ 坂を駆け上がる選手
⑨ 羽地内海付近沿道で並走して応援する少年
⑩ 女子国際ロードレース部門表彰式
⑪ 一輪車大会の様子
⑫ 番越トンネル付近の激坂
⑬ 宮里交差点付近を疾走する選手
⑭ 名護市からのレース出場者

Photo caption

13

14

具志堅 興晃さん
チャレンジレース50ｋｍ
オーバー50 17位

「初めてのレース出場。とにかくき
つかった。2時間切る事を目標に
毎日のように練習をしてきた。今日の
結果に非常に満足している。来年
は市民レースに出ようかな。地元の
人の出場者が少なく残念」

松本 雄希くん
（名護小一輪車クラブ5年）
一輪車大会 80ｍスプリント 

高学年男子 ２位
他２部門で上位入賞

「昨年はゴール前で転んでしまい
悔しい思いをしたので、今回決勝に
行けてうれしかった。来年の目標は、
もちろん1位をとること」

　名護市は、一般社団法人 沖縄県サイクルスポーツ
振興協会が取り組んでいる「歩行者・自転車・自動車な
どがお互いの立場を思いやり、安全・快適に道路を共有
する“シェア・ザ・ロード(思いやり運転)”」の精神に共感
しています。
　自転車の横を通過する時は自転車との間に安全な
間隔を保ち、自転車の利用者に優しいまちづくりをしま
しょう。

　ツール・ド・おきなわを翌日に控えた11月10日、
ＷＴＣ de Amstel（オランダ）の選手9人が真喜屋
小学校を訪れ交流した。児童は一輪車演舞、かぎや
で風、エイサーなどを披露し選手を歓迎した。
　選手の自転車に直に触れた上原友愛さん（同校
4年）は「選手の自転車は高さがあって、乗ると楽
しかった」と喜んだ。今大会で3度目のレース出場と
なるラルス・バン・デ・バル選手は「好意的に迎え
られて楽しい時間だった。沖縄文化を見れ、こ
ういう形で交流の機会が持てて良かった。子ども
たちが乗る一輪車は自転車よりもすごいと思う」と
笑顔で語った。

シェア・ザ・ロード
自転車に思いやりのスペース１．５ｍを

オランダの選手団と交流会

◀じゃんけん列車で
　笑顔を見せる
　選手と児童ら

初めての　
ロードレーサーに　

上原さんは　
笑顔を見せた▶

名護市の公用車に
ステッカーを
貼りました。

https://ocsa.thebase.in/HP ０９０-８２９４-３２５５☎
問 一般社団法人 沖縄県サイクルスポーツ振興協会
ステッカーについては

12

自転車のまちづくりの取り組み
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しせ い フ ラッシュ

月・1110 月
市政情報、ご活躍したナグンチュ紹介などを掲載します。

　

11
月
14
日
、名
護
商
工
高
等
学
校

電
建
シ
ス
テ
ム
科
の
学
生
が
制
作
し
た

畳
ベ
ン
チ
３
台
と
木
製
紙
芝
居
枠
３
台

が
名
護
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。ベ
ン

チ
制
作
に
携
わ
っ
た
比
嘉
柾
貴
さ
ん

（
同
校
３
年
）は「
畳
の
部
分
は
山
川

た
た
み
店
で
習
っ
て
制
作
し
た
が
、難

し
か
っ
た
。博
物
館
で
大
切
に
使
っ
て

ほ
し
い
」と
語
っ
た
。紙
芝
居
枠
を
制
作

し
た
幸
地
飛
勇
磨
さ
ん（
同
３
年
）は

「
小
学
生
が
使
う
の
で
金
属
部
分
が

外
に
出
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
。大
事
に

使
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　

出
席
し
た
座
間
味
法
子
教
育
長
は

「
皆
さ
ん
が
作
っ
た
も
の
は
地
域
の
人

に
使
わ
れ
、愛
さ
れ
、役
に
立
つ
。地
域

貢
献
に
な
る
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
」と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

名
護
商
工
生
が
ベ
ン
チ
と

紙
芝
居
枠
寄
贈

　

10
月
27
日
に
行
わ
れ
た
第
12
回 

交
通

安
全
高
齢
者
自
転
車
競
技
大
会
で
名
護

市
か
ら
出
場
し
た
大
中
区
ご
さ
き
会

が
優
勝
し
た
。台
風
の
接
近
に
よ
り
学

科
の
み
の
実
施
だ
っ
た
が
、出
場
し
た

3
人
が
満
点
を
獲
得
し
、さ
ら
に
同
点
の

他
団
体
よ
り
合
計
年
齢
が
高
く
優
勝

と
な
っ
た
。

　

10
月
30
日
、同
会
が
名
護
市
役
所
を

訪
れ
稲
嶺
進
名
護
市
長
に
報
告
し
た
。

稲
嶺
市
長
は「
す
ば
ら
し
い
。来
年
は

実
技
も
含
め
て
完
全
優
勝
が
狙
え
る
」

と
期
待
し
た
。宮
城
満
さ
ん（
75
）は

「
優
勝
を
機
会
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を

引
き
締
め
て
自
転
車
の
交
通
安
全
に

取
り
組
み
た
い
」と
語
っ
た
。

自
転
車
の
交
通
安
全
に
　

県
大
会
優
勝 

3
人
が
満
点

プラス

市長に優勝を報告した大中区ごさき会のメンバー

ベンチと紙芝居枠を寄贈した名護商工高校の皆さん

　

9
月
に
福
岡
県
で
行
わ
れ
た
水
泳

の
第

49
回 

九
州
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
男
子

11
歳
、
12
歳
2
0
0
メ
ー
ト
ル
フ
リ
ー

リ
レ
ー
で
沖
縄
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

名
護
の
チ
ー
ム
が
3
位
と
な
っ
た
。

　

11
月
1
日
、大
城
朝
海
さ
ん（
名
護
小

6
年
）、宮
城
俐
希
さ
ん（
宜
野
座
中

1
年
）、棚
原
大
斗
さ
ん（
名
護
中
1

年
）、仲
尾
陽
汰
さ
ん（
名
護
中
1
年
）の

4
人
が
名
護
市
役
所
を
訪
れ
稲
嶺
進

名
護
市
長
に
報
告
し
た
。1
日
４
か
ら

５
㎞
を
泳
ぐ
練
習
法
を
聞
い
た
稲
嶺

市
長
は「
か
な
り
の
距
離
を
泳
い
で
い

る
の
は
す
ご
い
こ
と
。も
っ
と
強
く
な
っ

て
次
の
目
標
を
達
成
し
て
ほ
し
い
」と

期
待
を
込
め
た
。

　

仲
尾
さ
ん
は「
次
の
九
州
大
会
で
は

3
種
目
で
決
勝
に
残
れ
る
よ
う
が
ん

ば
り
た
い
」と
目
標
を
掲
げ
た
。

水
泳
九
州
大
会
で
3
位

名
護
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

市長に九州３位の快挙を報告した４人

　

名
護
市
で
は
、旧
名
護
市
消
防

庁
舎
等
跡
地（
名
護
市
東
江
区
）を

効
果
的
に
活
用
し
、地
域
課
題
の

解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
者
公
募
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

公
募
の
前
段
階
と
し
て
、民
間

事
業
者
の
皆
さ
ま
と
の「
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
」を
実
施

し
ま
す
。同
調
査
で
は
、民
間
事

業
者
の
皆
さ
ま
か
ら
地
域
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
提
案
を
し

て
頂
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
平
成
30
年
１
月
８
日（
月
）

〜
12
日（
金
） 

30
分
〜
１
時
間
程
度

場
所　
名
護
市
役
所 

第
１
会
議
室

対
象
者　

事
業
の
実
施
主
体

と
な
る
意
向
の
法
人
ま
た
は

法
人
グ
ル
ー
プ

申
込
方
法　

名
護
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」に
必
要

事
項
を
記
入
し
、企
画
情
報

課
ま
で
電
子
メ
ー
ル
に
て
提

出
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
25
日（
月
） 

午
後
５
時
ま
で

質
問
書
締
切　

12
月
18
日

（
月
） 

午
後
５
時
ま
で

旧
消
防
本
庁
舎
等
跡
地
に

お
け
る
民
間
事
業
者
の

「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
」に
つ
い
て

５３-１２１２（内線239）☎問 企画情報課 企画調整係

募集中
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トップセールスに参加した関係者

　

11
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の
4
日

間
、イ
オ
ン
名
護
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
内
催
事
場
特
設
ス
ペ
ー
ス
で
い

わ
て
盛
岡
デ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。会
場

に
は
盛
岡
市
の
物
産
品
を
は
じ
め
、名

護
市
の
友
好
都
市
岩
手
県
八
幡
平
市
の

物
産
品
が
並
ん
だ
。

　

11
日
、ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
催
さ
れ
、

田
村
正
彦
八
幡
平
市
長
、稲
嶺
進
名
護

市
長
ら
関
係
者
が
参
加
し
た
。八
幡
平

市
の
物
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
や
、岩

手
を
代
表
す
る
踊
り「
さ
ん
さ
踊
り
」

が
披
露
さ
れ
、会
場
が
に
ぎ
わ
っ
た
。

田
村
正
彦
八
幡
平
市
長
は「
名
護
市
と

は
友
好
都
市
と
し
て
20
年
以
上
の
付
き

合
い
。名
護
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
八
幡

平
市
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、ぜ
ひ

訪
れ
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

友
好
都
市
八
幡
平
市
の

特
産
品
ず
ら
り

稲嶺市長は、末吉氏より遊具と目録を受け取った

紙芝居贈呈式に出席した子どもたちと関係者

　

10
月
25
日
、名
護
市
児
童
セ
ン
タ
ー

で
平
成
29
年
度 

名
護
市
電
管
設
備
業

協
会
遊
具
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。式
で

は
同
協
会
会
長
の
末
吉
健
氏（
有
限
会

社
末
吉
電
水
工
業
）よ
り
稲
嶺
進
名
護

市
長
へ
目
録
が
贈
呈
さ
れ
、あ
す
な
ろ

グ
レ
ー
ス
認
定
こ
ど
も
園
園
児
に
よ
る

出
し
物
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
は
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
一
式
が

寄
贈
さ
れ
た
他
、自
転
車
や
卓
球
台
の

修
繕
、遊
具
広
場
の
草
刈
り
が
同
協
会

会
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

末
吉
氏
は「
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

遊
べ
る
も
の
を
贈
呈
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
。多
く
の
子
ど
も
に
遊
ん
で
も

ら
い
た
い
」と
話
し
た
。稲
嶺
市
長
は

「
遊
具
は
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
必
要

な
も
の
。毎
年
贈
呈
し
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
」と
感
謝
し
た
。

名
護
市
電
管
設
備
業
協
会

児
童
セ
ン
タ
ー
に
遊
具
寄
贈

　

11
月
15
日
、名
護
消
防
本
部
で
沖
縄

県
危
険
物
安
全
協
会
名
護
支
部
防
災

紙
芝
居
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、市
内
９
カ

所
の
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
関
係
者

が
参
加
し
た
。

　

同
協
会
名
護
支
部
長
の
山
城
昌
也

さ
ん
は「
紙
芝
居
を
通
し
て
、子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
危
な
い
こ
と
や
危
険
を

学
び
、災
害
の
な
い
未
来
の
名
護
市
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

稲
嶺
進
名
護
市
長
は「
紙
芝
居
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
家
族
と
話
し
て
、防
火
・

防
災
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」と
子
ど

も
た
ち
に
語
り
か
け
た
。

　

紙
芝
居
を
受
け
取
っ
た
実
り
の
森

保
育
園
保
育
士
の
長
山
那
江
さ
ん
は

「
火
や
危
険
物
に
つ
い
て
保
育
園
の
教
育

に
紙
芝
居
を
活
用
し
た
い
」と
話
し
た
。

危
険
物
安
全
協
会
紙
芝
居
贈
呈

子
ど
も
た
ち
に
防
火
防
災
意
識
を

　

11
月
7
日
、名
護
市
海
外
移
住
者

子
弟
等
研
修
生
の
安
慶
名
ク
リ
ス

テ
ィ
ナ
さ
ん
と
上
原
ア
グ
ス
テ
ィ
ン

さ
ん
が
、研
修
の
一
つ
と
し
て
陶
芸
体
験

を
し
た
。指
導
に
当
た
っ
た
の
は
、国
指

定
重
要
文
化
財
で
あ
る
津
嘉
山
酒
造

の
瓦
修
繕
に
携
わ
る
陶
芸
家
の
前
原

和
夫
さ
ん
。研
修
生
2
人
に
と
っ
て
陶
芸

は
初
の
体
験
。約
2
時
間
か
け
て
、皿
や

オ
ブ
ジ
ェ
を
作
っ
た
。

　
コ
ツ
を
つ
か
む
の
に
苦
労
し
た
様
子
の

上
原
さ
ん
は「
も
っ
と
う
ま
く
で
き
る

と
思
っ
て
い
た
」と
苦
笑
い
。一
方
で

安
慶
名
さ
ん
は「
も
と
も
と
手
を
使
っ

て
物
を
作
る
の
が
得
意
な
の
で
楽
し

か
っ
た
。も
っ
と
勉
強
し
て
い
ろ
ん
な

形
の
や
ち
む
ん
を
作
っ
て
み
た
い
」と

笑
顔
で
話
し
た
。

初
め
て
の
陶
芸
体
験

名
護
市
の
海
外
研
修
生

前原和夫さん(写真左)に指導をうけ、真剣に形をつくりあげていく
上原さん(中央)と安慶名さん(右)
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８
年
後
の
２
０
２
５
年
は
ど
ん
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
か
想
像
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　

い
わ
ゆ
る「
2
0
2
5
年
問
題
」と

言
わ
れ
る
こ
の
年
に
は
、全
国
の
人
口

の
30
％
は
65
歳
以
上
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
2
0
6
5
年

に
は
、高
齢
化
率
が
38
・
4
％
と
な
り
、

2
・
6
人
に
1
人
が
高
齢
者
と
な
る
超

高
齢
社
会
を
迎
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
見
据
え
て
、介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
が
19
・
6
％
と
最
も
低
い

沖
縄
県（
平
成
27
年
現
在
）に
お
い
て
も

２
０
２
５
年
ま
で
に
、65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
人
口
の
4
分
の
１
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、高
齢
者

高
齢
社
会
と
介
護
職

名護市の高齢化率
（６５歳以上の人口/総人口）

全国の事業所における従業員の過不足

2017年
(10月
31日時点）

2025年
(推計）

20.8%
24.9％

名護市の介護認定者数

2016年度
（実績値）

2025年
(推計）

公益財団法人 介護労働安定センター 平成28年度「介護労働実態調査」の結果より
「不足」、「やや不足」と回答した事業所の割合

2,398人
3,382人

介
護
職
を
考
え
る

〜
福
祉
の
こ
こ
ろ
で
介
護
職
に
就
く
〜

特
集

参
考
資
料
：
平
成
29
年
版
高
齢
社
会
白
書
、

第
7
次
あ
け
み
お
福
祉
プ
ラ
ン（
平
成
２７
年

３
月 

名
護
市
）、平
成
29
年
度
福
祉
事
務
所
の

概
要（
名
護
市
福
祉
事
務
所
）、平
成
２９
年
１０

月
３１
日
現
在
名
護
市
年
齢
別
人
口
統
計
表

単
独
世
帯
が
増
え
、世
帯
人
員
が
減
り
、

家
庭
内
の
介
護
力
が
弱
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、介
護
に
携
わ
る
人
材

の
確
保
が
難
し
い
現
状
が
あ
り
、名
護

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。名
護
市

の
介
護
の
現
場
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。こ
の
特
集
で
は
、

皆
が〝
生
き
生
き
〞と
暮
ら
せ
る
名
護
市

に
す
る
た
め
に
介
護
に
携
わ
る
人
々
の

話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

需
要
が
高
ま
る
介
護
職
、そ
し
て
将

来
訪
れ
る
高
齢
社
会
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

53-1212（内線207）☎
問 介護長寿課 介護認定係

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

57.4 56.5
59.3

61.3 62.6

◆
◆

◆
◆

◆

不足・やや不足（％）◆
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人
生
の
先
輩
か
ら
学
ぶ
場

〜
名
護
市
の
人
手
不
足
の
状
況
〜

　
名
護
市
の
現
状
に
つ
い
て
、名
護
市
介
護
保
険
事
業
所

連
絡
会
の
伊
藤
会
長
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

伊藤 貴章さん

名護市
介護保険事業所
連絡会会長

ケアマネージャー

　

５
年
ほ
ど
前
か
ら
人
材
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。介
護
に
携

わ
る
人
の
数
は
、年
々
増
え
て
い
る
の

で
す
が
、そ
れ
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で

事
業
所
や
施
設
が
増
加
し
、人
手
が

追
い
つ
か
な
い
状
況
で
す
。せ
っ
か
く

開
所
し
て
も
受
け
入
れ
が
で
き
な
い

と
い
う
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

人
手
不
足
は
い
つ
頃
か
ら
？

　

介
護
現
場
で
働
き
た
い
と
思
う
人

は
、「
福
祉
の
心
」を
持
っ
た
人
た
ち
。

少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
、

こ
の
動
作
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

も
ら
お
う
、と
い
う
目
標
を
立
て
て

仕
事
に
取
り
組
め
ば
、や
り
が
い
に

つ
な
が
り
ま
す
。経
営
的
な
問
題
は

現
場
に
持
ち
込
ま
ず
、し
っ
か
り
と
福

祉
の
理
念
に
基
づ
く
運
営
を
し
て
い

る
事
業
所
で
あ
れ
ば
、人
材
は
離
れ
て

い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
職
の
離
職
を
防
ぐ
に
は
？

　

介
護
職
に
は
、他
の
職
業
で
は
経
験

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

私
自
身
は
、こ
れ
ま
で
接
し
て
き
た

お
年
寄
り
の
方
に
歩
ん
で
き
た
人
生
の

話
を
聞
い
て
多
く
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
介
護
に
従
事
さ
れ
る
方
も
、

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
や
り
が
い
を
見

出
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人
生
の
先
輩
か
ら
学
ぶ
場

　

介
護
現
場
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
基

本
。先
輩
へ
の
相
談
、後
輩
へ
の
助
言
、

他
職
種
と
の
連
携
が
大
事
な
の
で
、

様
々
な
力
を
持
つ
人
が
必
要
で
す
。

年
齢
層
の
多
様
化
も
あ
れ
ば
、外
国
人

の
同
僚
と
一
緒
に
働
く
事
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。チ
ー
ム
と
し
て
お
互
い

を
支
え
合
い
、高
齢
者
に
寄
り
添
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
、そ
う
い
う
資
質

の
あ
る
人
に
現
場
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
で
す
。

同
じ
志
を
持
つ
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が

良
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
鍵

〜
介
護
現
場
で
求
め
ら
れ
る
人
材
と
は
？ 

介護職ってどんなものがある？

◇日常生活に手助けが必要な高齢者に対して、食事や入浴、
　排せつなどの介護を行う国家資格を持った専門職。

介護福祉士

◇介護施設などで利用者の面談や各種手続き、ご家族や
　ケアマネジャーとの調整など、生活全般を幅広く支援する。

生活相談員

◇理学療法士や看護師などの資格を持った専門職。病気や
　加齢などによって日常生活に支障をきたしている方に対し、
　自立した生活が送れるよう必要な訓練を行う。

機能訓練指導員

◇介護が必要な方の生活全般の相談に応じ、その人の状態に
　適した医療や介護、福祉などに関するサービスが受けられる
　ようケアプランの作成やサービス調整を行う専門職。

ケアマネジャー
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続
け
る
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。

　

  

何
で
も
言
い
合
え
、分
か
り
合
え
、

分
か
ち
合
え
る
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
体
調
の
自
己
管
理
が
大

事
で
す
。そ
し
て
高
齢
者
と
家
族
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
介
護
職
と
し
て
の

使
命
感
を
持
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

介
護
職
に
携
わ
り
続
け
る

〜
介
護
施
設
の
現
場
か
ら
〜

比嘉 太一さん（左）
社会福祉法人松籟会特別養護老人ホーム かりゆしぬ村

中村 スエ子さん（右）介護主任
介護課長兼相談員

　
新
規
採
用
や
人
材
の
定
着
に
課
題
が
あ
る

中
、介
護
現
場
で
長
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

で
い
る
人
が
い
ま
す
。老
人
福
祉
施
設
を
運

営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
松
籟
会
の
ベ
テ

ラ
ン
介
護
職
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

  

看
護
の
仕
事
を
す
る
親
戚
が
い
た

こ
と
も
あ
り
、福
祉
の
分
野
に
興
味
を

持
ち
、専
門
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
実
習
先
が
こ
の
職
場
で
、そ

の
ま
ま
就
職
し
ま
し
た
。今
年
で
入
職

18
年
目
で
す
。

　

  

私
は
病
院
に
12
年
勤
め
た
あ
と
、

こ
の
職
場
に
転
職
し
ま
し
た
。今
年
で

12
年
目
に
な
り
ま
す
。介
護
の
仕
事
に

介
護
職
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

就
い
た
の
は
、病
院
に
勤
め
て
い
た
と
き

に
高
齢
の
患
者
さ
ん
が「
う
ち
に
帰
り

た
い
」と
言
っ
た
と
き
で
し
た
。そ
の

「
う
ち
」と
い
う
の
が
実
家
で
な
く
て

施
設
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
気
持
ち
に
さ
せ
る
施
設
は
一
体

ど
ん
な
所
な
の
か
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
社
会
な
の
で
、家
族
の

た
め
に
も
介
護
の
知
識
を
身
に
付
け
る

事
が
良
い
と
考
え
転
職
し
ま
し
た
。

比中

　

  

介
護
の
仕
事
で
大
変
さ
を
感
じ

る
こ
と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。先
輩
か

ら
の
指
導
や
研
修
な
ど
で
知
識
や
技

術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、介
護
や
高
齢

者
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
で
き
る
環

境
に
あ
る
か
ら
で
す
。現
在
は
相
談
員

と
し
て
施
設
全
体
の
入
居
者
に
つ
い
て

考
え
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。入
居
者
や

ご
家
族
の
思
い
に
ど
う
お
応
え
で
き

る
か
考
え
、日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
  

入
居
者
の「
い
つ
も
と
様
子
が
違

う
こ
と
」へ
の
気
づ
き
は
と
て
も
大
切

で
す
。こ
れ
は
日
頃
か
ら
入
居
者
一
人

ひ
と
り
を
よ
く
理
解
し
、介
護
の
経
験

と
合
わ
せ
る
こ
と
で
で
き
る
部
分
で

す
。そ
し
て
、迅
速
な
対
応
が
入
居
者

の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。施
設
で
は
多

職
種
の
職
員
で
対
応
す
る
の
で
、連
携

が
必
要
と
な
り
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は
？

比中

入所者と談笑しながら作業する比嘉さんと中村さん
　

  

「
相
手
を
敬
う
気
持
ち
」が
あ
れ

ば
、年
齢
、性
別
を
問
わ
ず
ど
な
た
で

も
で
き
る
仕
事
で
す
。知
識
や
技
術
は

後
か
ら
つ
い
て
き
ま
す
。ま
ず
は
、介

護
施
設
に
足
を
運
ん
で
見
て
、聞
い

て
、感
じ
て
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

介
護
の
仕
事
に
就
こ
う
か

迷
っ
て
い
る
方
へ
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

比

介
護
職
と
し
て
長
く
働
く
に
は
？

　
　
　

家
族
に
協
力
し
て
も
ら
う

こ
と
で
す
！

　

  

職
員
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
一
番

大
切
で
す
。ま
た
、施
設
は
夜
勤
が

あ
る
の
で
、家
族
の
協
力
を
得
て
体
調

管
理
を
き
ち
ん
と
す
る
事
が
長
く

比
中

比

中

　

  

胃
瘻
の
方
が
口
か
ら
の
食
事
が

で
き
た
時
や
オ
ム
ツ
を
着
用
さ
れ
る

方
が
ト
イ
レ
で
排
泄
で
き
る
よ
う
に

仕
事
で
う
れ
し
い
と
感
じ
る
時
は
？

比

中

い
　
ろ
う

な
っ
た
時
な
ど
、入
居
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
※
1
や

Ｑ
Ｏ
Ｌ
※
2
の
維
持
や
向
上
が
で
き
た
時

が
う
れ
し
い
で
す
。ま
た
入
居
者
や
ご

家
族
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
時

に
達
成
感
と
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　

  

入
居
者
の
方
か
ら
、こ
こ
で
暮
ら

せ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ

た
り
、家
族
の
方
か
ら
も
感
謝
さ
れ
た

り
す
る
と
、う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

【語句の意味】
P12 ※1 ADL（Activities of daily living）：日常生活動作
　　※2 QOL（Quality of Life）：生活の質
P13 ※3 EPA（Economic Partnership Agreement）：経済連携協定。国は同協
　　　　定に基づき、インドネシア、フィリピン、ベトナムから外国人看護師、
　　　  介護福祉士候補者の受け入れを実施している。 
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大変な仕事

国
際
化
の
時
代
へ

〜
進
む
人
材
の
国
際
化
〜

　

こ
れ
ま
で
の
E
P
A
※
3
や
介
護
の

在
留
資
格
で
は
、資
格
取
得
後
に
す
ぐ

帰
国
し
、介
護
士
採
用
ま
で
に
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。新
た
な
制
度
で
あ
れ

ば
、母
国
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
き
た

人
が
監
理
団
体
の
も
と
で
学
び
、2
カ

月
後
に
は
実
習
生
と
し
て
事
業
所
に

受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

短
期
間
で
多
く
の
人
材
と
出
会
え
る

機
会
が
得
ら
れ
ま
す
。

【
説
明
会
の
ご
案
内
】

　

技
能
実
習
生（
介
護
）受
け
入
れ
企
業

要
件
に
関
す
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

定
員　
25
人
。要
申
込
。

日
時　
12
月
13
日（
水
） 

午
後
6
時
〜

午
後
8
時
30
分

場
所　

名
護
中
央
公
民
館 

第
１
、２

会
議
室

　

 

沖
縄
県
介
護
福
祉
事
業
協
同
組
合

　

 

0
5
0-

3
8
2
3-

0
8
5
0

短
期
間
で
人
材
と
出
会
え
る

　

市
内
に
外
国
人
実
習
生
を
受
け
入

れ
る
研
修
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
制
度

で
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
な
ど
が
主
で
し
た
が
、他
に
も

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
も
実
習
生
の
受
け
入

れ
を
積
極
的
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

私
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
方
は
、

真
面
目
で
優
し
い
人
が
多
く
、介
護
人

材
の
適
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
受
け
入
れ

　

人
と
人
が
つ
な
が
る
福
祉
の
仕
事
、

介
護
職
。こ
の
特
集
で
は
人
材
確
保
の

課
題
展
望
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
が
、他
に
も
在
宅
の
介
護
、グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
様
々
な
形
態
が

あ
り
ま
す
。共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、

介
護
は
学
ぶ
場
で
あ
り
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
必
要
な
支
え
合
い
の
場
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

名
護
市
に
住
ん
で
い
る
一
人
ひ
と
り

が
支
え
合
う「
ゆ
い
ま
ー
る
」の
心
で

高
齢
社
会
を
迎
え
る
こ
と
が
大
切
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

福
祉
の
仕
事
を
知
ろ
う

　

こ
れ
ま
で
に
看
護
人
材
の
確
保
を

柱
と
し
た
制
度
を
利
用
し
て
、母
国
で

看
護
資
格
を
取
得
し
た
人
が
日
本
に

来
ま
し
た
。し
か
し
、介
護
の
場
合
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
重
要
。

日
本
語
教
育
に
力
を
入
れ
、日
本
語
を

話
せ
る
人
材
が
多
く
い
る
国
か
ら
受

け
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ミ
ャ
ン

マ
ー
は
歴
史
的
に
日
本
文
化
や
日
本
語

に
親
し
み
や
す
い
素
地
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
若
手
人
材
と
の
出
会
い
を

名
護
で
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

奥
山
さ
ん
の
団
体
で
は
、今
後
新
制

度
の
利
用
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

若
手
人
材
と
の
出
会
い
を
名
護
で

　

外
国
の
人
材
登
用
は
県
内
外
の
介
護

現
場
で
徐
々
に
進
ん
で
い
ま
す
。厚
生

労
働
省
は
外
国
人
介
護
職
人
材
の
確

保
に
向
け
た
制
度
改
正
を
行
い
、今
年

11
月
1
日
に
は
、外
国
人
技
能
実
習

制
度
の
対
象
職
種
に
介
護
職
種
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
務
大
臣
か
ら
許
可
を
受
け
た

監
理
団
体
が
、外
国
か
ら
技
能
実
習
生

を
受
け
入
れ
、日
本
語
学
習
お
よ
び

介
護
に
関
す
る
講
義
・
演
習
を
履
修

さ
せ
、そ
の
後
国
内
の
介
護
保
険
事

業
所
に
お
い
て
介
護
実
習
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
。実
習
生
は
最
長

５
年
間
滞
在
が
認
め
ら
れ
、そ
の
後
の

就
職
に
よ
っ
て
、改
め
て
就
労
ビ
ザ
を

取
得
す
る
道
が
開
け
る
。

奥山 博史さん
沖縄県介護福祉事業協同組合 理事長

　
名
護
市
で
外
国
か
ら
の
介
護
実
習
生
の
受

け
入
れ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

が
あ
り
ま
す
。沖
縄
県
介
護
福
祉
事
業
協
同

組
合
の
理
事
長
で
あ
る
奥
山
さ
ん
に
お
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

　

11
月
6
日
か
ら
8
日
の
3
日
間

に
職
場
説
明
会「
福
祉
就
職
フ
ェ
ア
」

（
主
催
：
名
護
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

が
名
桜
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

将
来
、福
祉
の
仕
事
に
就
く
事
を

希
望
す
る
大
学
生
や
高
校
生
が

会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。参
加
者
は

社
会
福
祉
事
業
の
ブ
ー
ス
で
仕
事

内
容
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、太
田
樹
理
さ
ん

（
名
桜
大
4
年
）は「
祖
父
が
認
知
症

を
患
い
、介
護（
デ
イ
ケ
ア
）を
間
近

で
見
て
医
療
に
も
知
ら
な
い
分
野
が

あ
る
と
気
付
い
た
。医
療
事
務
に

興
味
が
あ
る
中
で
、介
護
福
祉
っ
て

ど
う
い
う
職
業
か
気
に
な
っ
て
い
て

今
回
参
加
し
た
」と
語
り
ま
し
た
。

　名護市社会福祉協議会では、福祉人材バンク事業
を行っており、福祉の仕事を希望する方（求職者）と
人材を必要とする福祉施設（求人側）の橋渡しを
行っています。福祉のお仕事を希望する方で、詳細
をお聞きしたいという方がいましたら、お気軽に
名護市社会福祉協議会へご連絡ください。

福祉の求人情報はこちら

53-4142☎問 名護市社会福祉協議会

　母が定年退職する
年齢。母の世話がちゃんと
できるには、介護の仕事が

いいと思う

いつも
みんなが笑って

働いている感じがして、
楽しそう

お年寄りとの
ふれあいの場

やりがいのある仕事

新
た
な
外
国
人
技
能
実
習
制
度
と
は・・・

会場に来た高校生の声会場に来た高校生の声

問☎

市民のひろば 2017 . 1213



緑
風
学
園

校 

長

渡
具
知 

久
浩

名
護
市
立
小
中
一
貫
教
育
校

大
北
小
学
校

校 

長

宮
城 

司

名
護
市
立

緑
風
学
園
の
特
色

小
中
一
貫
教
育
の
強
み
を

生
か
し
た
取
り
組
み
の
紹
介

「沖縄一の学力を目指して」
名護市の学力向上特  集

　名護市教育委員会は、平成３０年度
までに、名護市の学力を沖縄県一位まで
引き上げることを目標に、「学力向上」
プロジェクトに取り組んでいます。本年度
の全国学力・学習状況調査において県
平均を上回った成績を収めた学校のうち
2校を紹介します。

　

小
学
校
と
中
学
校
が
一
つ
の
施
設
の

中
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。義
務
教
育

９
年
間
で
一
貫
し
た
学
習
指
導
や
生
徒

指
導
を
実
施
し
、発
達
段
階
に
応
じ
た

き
め
細
か
い
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。児
童
生
徒
が
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
心
、健
や
か
な
体
、そ
し
て

「
生
き
る
力
」を
育
む
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

大
北
小
学
校
の
特
色

効
果
的
・
効
率
的
な

学
力
向
上
の
取
り
組
み
の
紹
介

　

一
区
一
校
の
大
北
小
学
校
。保
護
者

の
学
校
教
育
に
対
す
る
関
心
や
期
待
が

高
く
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
学
校
へ
の

協
力
も
積
極
的
で
す
。本
校
で
は
、学
習

規
律
の
確
立
を
目
指
し
、チ
ャ
イ
ム

ス
タ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。始
業

前
の「
黙
想
」を
す
る
こ
と
で
、落
ち

着
い
た
状
態
で
授
業
に
臨
み
、学
習

す
る
姿
勢
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

①
自
分
の
思
い
や
考
え
を
表
現
で
き

る
児
童
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

◇
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
タ
イ
ム
を
週
1
回
実

　

施
し
て
い
ま
す
。テ
ー
マ
、条
件
を
も

　

と
に
書
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
９
年
間
の
系
統
的
・
継
続
的
な
指
導

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、「
乗
り
入
れ
」

や「
Ｔ
Ｔ
」な
ど
指
導
体
制
を
工
夫
し

て
い
ま
す
。

中学校教諭と小学校教諭が一緒に授業を行う「乗り入れ」の様子

学習指導支援者が授業のサポートを行っている「ＴＴ」の様子

語句の意味

②「
ね
ら
い
」「
ま
と
め
」「
ふ
り
か
え
り
」

な
ど
授
業
を
七
つ
の
流
れ
に
区
分
す

る「
緑
風
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。主
体
的
、対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

③
各
種
学
力
調
査
の
結
果
、分
析
、

ま
と
め
を
全
職
員
で
共
通
理
解
し
、

実
態
を
把
握
し
た
う
え
で
、授
業
づ

く
り
や
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

④
沖
縄
県
学
力
向
上
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム

で
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、

授
業
改
善
や
個
別
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

言語活動の一つとして発表する児童

ライティングタイムの様子

乗り入れ：中学校の教員が小学校のクラスで授業をすること。またその逆。
ＴＴ：チームティーチング。複数の教員で授業すること。
沖縄県学力向上ＷＥＢシステム：年間を通して県から配信される問題で学習内容の定着を図るシステム

◇
新
聞
投
稿
、校
内
放
送
で
の
意
欲

　

付
け
を
し
て
い
ま
す
。

◇
言
語
活
動
の
充
実
に
焦
点
を
絞
っ
た

　

授
業
改
善
を
し
て
い
ま
す
。

◇
全
校
体
制
に
よ
る
授
業
改
善
を

　

し
て
い
ま
す（
授
業
ノ
ー
ト
な
ど
）。

②
見
届
け
の
教
育

◇
そ
の
日
の
授
業
に
関
連
し
た
宿
題

　

を
し
、点
検
と
見
直
し
を
行
っ
て

　

い
ま
す
。

◇
基
礎
、基
本
や
学
習
内
容
の
定
着
の

　

た
め
に
日
々
の
補
習
指
導
を
充
実

　

さ
せ
て
い
ま
す
。

◇
文
武
両
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、

　

週
3
回
の
放
課
後
学
習
を
実
施
し

　

て
い
ま
す
。

◇
夏
休
み
な
ど
に
全
校
体
制
に
よ
る

　

補
習
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　緑風学園は小規模特認校に指定されて
います。
　一定の条件のもと、校区外の市内全域
から両校への入学および転学が可能です。

５３-１２１２（内線３８３）☎問 学校教育課

５３-１２１２（内線３８１）☎問 学校教育課
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友好都市岩手県
八幡平市派遣職員

伊波 寿々歌
（前社会教育課）

おでんせ八幡平
は ち ま ん た い

72％72％
集まった金額 2,182,000円
目標金額 3,000,000円 期 間

平成29年6月20日～
    平成29年10月31日　

寄附の使い道 各種地域交流イベント費、地域資源の活用事業、過疎化対策事業

10月30日。ついにきた！駐車中の車に雪が！！9月22日。燃えるような秋色のグラデーションが広がっていました。9月22日。燃えるような秋色のグラデーションが広がっていました。9月22日。燃えるような秋色のグラデーションが広がっていました。9月22日。燃えるような秋色のグラデーションが広がっていました。

　2018年で6回目を迎えるフラワーフェスティバルは、年を追うごとにイベントの認知度も高まり、市外からも多くの方が訪れてい
ます。今年度は、やんばるの森の世界自然遺産認定への期待が高まる中、やんばるにまた戻ってきたいと思えるようなイベントを
開催します。特に、ご家庭の庭を見学できるオープンガーデンでは、大切に愛情を注いで育てられた花々をご覧いただけます。
　また、今年度は婚活イベントを開催予定です。詳細は１２月頃に案内します。対象者のご参加とご支援をお待ちしています。問い合
わせは久志支部区長会事務局（久志支所内）までお願いします。

　昨年に引き続き、本年度も久志支部区長会で行ったクラウドファンディング事業にご寄附頂き、ありが
とうございました。おかげさまで、昨年度の約４倍と多くの皆さまからご支援を頂きました。この温かい
ご支援を地域活性化の力に変えて、久志地域の発展にまい進していきます。これからも久志地域への
ご厚情をよろしくお願いします。

たくさんの応援ありがとうございました

事業コード：ＣＦ29001

地域の魅力や資源を生かしたフラワーフェスティバル、婚活イベントを開催予定

婚活イベント（予定）
期日：平成30年2月24日（土） 場所：カヌチャリゾート

ふるさと納税で

　名護市では、市内の各地域から提案された取り組みの中から自由に選んでふるさと納税することができる
「名護市ふるさと納税クラウドファンディング事業」を実施しています。

Listen（聞いて）,Look（見て）,Link(繋がって）,Like（好きになって）,
Live（住んで）,Love（愛して）,Local（地元民）になろう！

　「おでんせ」は「ようこそ」や「いらっしゃい」の意味
があります。多くの方に八幡平に興味を持ってもら
い、「一度は訪れてみたい」と思っていただけたら
と思い、３カ月に１回ほど東北の地からコラムを
お送りします。

名護市久志支部区長会（名護市東海岸全１３区）

☎

問
55-8101（久志支所内） 午前8時30分～午後5時

　八幡平市には紅葉の見所が数多くあり、本州一早く紅葉が見られる三ツ石山（1,466m）も名所の一つです。9月22日、絶好の
秋晴れ。見頃を迎えた三ツ石山の稜線をたどるトレッキングに参加しました。
　赤や黄、だいだいなど、秋色のグラデーションは紅葉の海を思わせる絶景で、心が震えました。

　10月中旬、沖縄の真冬より低い気温に「このくらいは寒さのうちに入らないよ」と涼しい顔の地元
の皆さん。さすが寒さに強いと感心していたら、家では早々にこたつやヒーターを使っているそう
で、私がまだ暖房を使っていないことに逆に驚かれました。寒さに強くても、我慢はしないようです。
　日に日に近づいてきた冬の足音！ドキドキしながら、冬支度を整えています。

山頂に紅葉の海

いよいよ冬がやってくる

ご協力
ありがとうございました。

寄附期間終了

受付
終了

市民のひろば 2017 . 1215



　本コーナーは、寄せられた市民の声を紹介する場です。市長への手紙に回答するための場ではありません。「市民の
ひろば」での回答を希望されても掲載することはできませんので予めご了承ください。
　また、氏名・連絡先などが記載されていないためにご意見を頂いた方へ回答できない場合は、本市ホームページ
および市役所本庁１階の掲示板にて回答を掲示しています。

市民の皆様へのお願い

　市民のひろばが配布されるところ
と配布されないところがあります。
確認お願いします。

　名護市広報市民のひろばは、市の行政情報や市政情報を広く名護市民に提供
するツールの一つです。市内にお住まいの方が広く情報に触れることができるよう、
全世帯配布、市内の各公共施設や郵便局、銀行などへの設置、そして、名護市
ホームページへの掲載を行っています。
　全世帯配布については、名護市から委託を受けた市内の行政区55区が
それぞれの方法で毎月配布をしています。区への加入未加入に関わらず、居住の
実態に沿って、全世帯に配るように取り組んでいます。
　市からは、配布漏れがないよう、区内で情報交換しながら取り組むよう提案して
います。
　もし、名護市にお住まいの世帯で配布漏れがある場合は、企画情報課広報担当、
または、お住まいの区にお問い合わせください。その際には、差し支え
のない範囲で結構ですので、配布されなかった時期やお住まいの場所
（または近隣エリアなど）をお伝えくださいますようお願いします。

ご意見要旨
市の回答

地域政策部 企画情報課

名護市広報「市民のひろば」は全世帯配布に取り組んでいます。
もし、届いていないご家庭がありましたら、企画情報課またはお住まいの地域の区にお問い合わせください。

　名護市では、市民
が夢と希望を持てる
「住みたい名護市、
住み続けたい名護
市」づくりに取り組
んでいます。
　市民の皆さまと一
緒になってまちづく
りを行うため、日頃
から市政について考えていることや期待することなど、市民の
皆さまの声を幅広く受け付けています。
　「市長への手紙」でお気軽にご意見、ご提言をお寄せください。

問  秘書渉外課 秘書交流係 ５３-１２１２（内線203）☎

問 企画情報課 情報政策係 ５３-１２１２（内線３３５）☎

vol.33

毎
月
の
配
布
イ
メ
ー
ジ
図 名護市

55の行政区
（コミュニティ施設など） 各世帯

市民のひろば配布について
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ナ
グ
リ

月刊
　

本
年
も
残
す
と
こ
ろ
、あ
と
１
カ
月
。最
後

の
月
は
、11
月
か
ら
本
格
的
に
稼
働
を
開
始

し
た
、新
し
い「
名
護
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

旧
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
引
き
続
き
、J
A

お
き
な
わ
の
運
営
の
下
、平
成
２９
年
２
月

か
ら
堆
肥
の
原
料
と
な
る
畜
糞
や
汚
泥
の

受
け
入
れ
を
始
め
、６
月
に
は
最
初
の
堆
肥

が
製
造
さ
れ
ま
し
た
。袋
詰
機
の
改
修
を
経

て
、11
月
か
ら
袋
に
入
れ
ら
れ
た
堆
肥
の
販

売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
旧
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
製
造

さ
れ
て
い
た
製
品
か
ら
、大
幅
に
改
良
さ
れ

た
製
品
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。名
護
市

の
気
候
、土
壌
に
あ
っ
た
堆
肥
の
製
造
に
努

め
、今
後
、用
途
に
合
わ
せ
て
３
種
類
の
堆
肥

の
製
造
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、基
本
的

な
利
用
方
法
に
つ
い
て
も
、袋
に
記
載
し
て

お
り
、皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
製
品
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

園芸畜産課 園芸係および特別事業担当問

53‐1212（内線２８１／２６１）電 話

（左）代表者 喜屋武 俊也 氏
（中央）喜屋武 芽美 氏
（右）杉本 大地 氏 

～ヘアカットにとどまらず、空間からおしゃれを演出。２月に中心市街地に
　　　 オープンした美容室『hair create Ｕ＆Ｉ』の魅力をお伝えします～

キラリ輝くキラリ輝く 市内の中小企業・小規模事業者の
取り組みを紹介するコーナーです。
今月は、「hair create Ｕ＆Ｉ」を
紹介します。

Vol.
31

ソフトなタッチで頭も気持ちも
リラックス。こだわりのヘッドスパと
トリートメントがキラリ輝いてい
ます。

ここがキラリ！

コミュニケーションと統計で心身のリラックスを提供
　お客さまとの会話の中から、頭皮の具合や疲れている部分を聞き取り、シャンプー後に
ヘッドスパとトリートメントで重点的にマッサージをしています。
　スタッフミーティングでは、お客さまが気持ちいいと感じた箇所や疲れている箇所などの
統計をとって話し合います。当店でしか体験できないマッサージ法に生かしています。
全てのお客さまの幸せを創造し、次世代へ伝えたい

　全てのお客さまの幸せを創造しこの仕事を通じて次世代へ『LOVE・DREAM・ 
HAPPINESS』を伝えていきます。そして美容関係の仕事を「楽しい」、「憧れる」と思える
ものにしていきたいです。

Q

　両親が理容室を営んでいたこともあり、中学生の頃から親のハサミで自分の髪をいじって
遊んでいました。それから髪を切るのが楽しくて、「こうしたらもっとお客さまが喜ぶのでは」、
「自分ならこうアレンジする」などと考えるようになり、美容師になりました。経験を積んだ後、２月
に地元の名護で念願のお店をオープンしました。お客さまに「キラメキ」と「トキメキ」を提供し、
非日常を体感できるような空間づくりを心掛けています。

好きなことを仕事に。非日常空間のおしゃれな美容室を夢見て。

「
稼
げ
る
」「
カ
ッ
コ
い
い
」「
感
動
が
あ
る
」

新３K

農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

できあがった堆肥

喜屋武 俊也代 表 名護市城２-１-７住 所 ０９８０-４３-５００２　電 話

美容業主な事業http://u-and-i.netホームページhair create Ｕ＆Ｉ

　

製
造
さ
れ
る
堆
肥
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、名
護
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

　
　
　

5
8-

1
6
6
2

☎

リニューアル商品第1号
畑ものがたり
はる
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市
史
編
さ
ん
係
で
は
、名
護
市
制
５０

周
年
記
念
に
む
け
て「
名
護
市
制
５０
周
年

市
制
50
周
年
記
念
写
真
集

名
護
大
百
科
事
典
編
さ
ん
へ

三原小学校創立20周年記念式典（1966年）

大川青年エイサー隊（1972年）

ま
だ
ま
だ
募
集
中

　
私
た
ち
は
、絶
え
ず
変
化
す
る
環
境
の

中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。2
0
2
0
年
に

市
制
施
行

５０
年
を
迎
え
る
名
護
市
の

町
並
み
は
変
化
を
続
け
、こ
こ
に
暮
ら

す
人
や
生
活
様
式
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　
名
護
市
史
づ
く
り
の
過
程
で
は
、文
献

や
写
真
資
料
、人
々
の
記
憶
を
も
と
に

昔
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
調
査
し
て
い

ま
す
。そ
の
度
に
、記
録
を
残
し
伝
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。

名
護
市

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を

配
布
開
始
！！

　

名
護
市
下
水
道
課
で
は

名
護
市
の
豊
か
な
自
然
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た「
マ
ン

ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」を
１２
月
９

日（
土
）か
ら
無
料
配
布
し

ま
す
。

　

全
国
の
自
治
体
や
観
光

案
内
所
で
は
す
で
に
２
９
３

種
類
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー

ド
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、県

内
で
は
沖
縄
県
、中
城
村

に
続
き
３
例
目
で
す
。収
集

家
の
間
で
人
気
を
博
し
て

い
る
こ
の
カ
ー
ド
。ゲ
ッ
ト

し
て
下
水
道
を
考
え
る
機

会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
配
布
開
始
日

　

12
月
9
日（
土
）

◇
時
間　

午
前
9
時
〜

　

午
後
5
時
ま
で

◇
場
所　

名
護
市
営
市
場

　

駐
車
場
窓
口

※
無
料
配
布
は

　
１
人
１
枚
ま
で
。

５２-５１４５　☎下水道課問

市史刊行物写真

よ

市
史
だ

り

問
名
護
市
教
育
委
員
会 

文
化
課 
市
史
編
さ
ん
係（
旧
崎
山
図
書
館
）

5
3
‐
5
4
0
2

☎
　

今
回
の「
市
史
だ
よ
り
」で
は
、名
護
市
史
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、現
在
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
46
冊

名
護
市
史
の
歩
み

　

名
護
市
史
編
さ
ん
係
で
は
、「
市
民
の

市
史
を
つ
く
る
」こ
と
を
基
本
目
標
に

掲
げ
、１
９
７
７
年
か
ら
名
護
市
史
の

編
集
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。

記
念
写
真
集
」の
発
刊
を
予
定
し
て

お
り
、そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

１
９
７
０
年
の
５
町
村
合
併
当
時
か
ら
、

現
在
ま
で
の
写
真
の
収
集
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
久
志
地
区
を
回
り
、写
真

の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。個
人
や
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
、多
く
の
方
か
ら

写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
集
編
集
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

１２
月
か
ら
の
写
真
収
集
作
業
は
、屋

部
地
区
に
入
る
予
定
で
す
。皆
さ
ま
の

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、写
真
の
収
集
作
業
は
年
間
を

通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。名
護
市
に
関

す
る
写
真
の
情
報
が
あ
れ
ば
、市
史
編

さ
ん
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
名
護
市
史
」の
第
一
冊
目
と
し
て
、

１
９
８
１
年
３
月
に『
近
代
歴
史
統
計

資
料
集
』を
刊
行
す
る
と
、こ
れ
ま
で

に
本
編
・
資
料
編
・
別
巻
・
叢
書
な
ど
を

含
め
て
計
４６
冊
を
刊
行
し
ま
し
た
。現

在
は
、名
護
市
史
刊
行
計
画
に
基
づ
き
、

「
自
然
と
人
」編
、「
戦
後
生
活
史
」編
、

「
通
史
」編
な
ど
、残
る
各
巻
の
編
集
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
の
大
切
な
記
憶
を
形
に
し
、

名
護
市
を
知
る
た
め
に
活
用
で
き
る
書

物
と
し
て
、市
史
編
さ
ん
係
で
構
想
し
て

い
る
の
が
、「
名
護
大
百
科
事
典
」で
す
。

　
「
名
護
大
百
科
事
典
」に
は
、こ
れ
ま

で
に
名
護
市
史
で
調
査
記
録
し
た
こ

と
を
項
目
立
て
し
収
録
す
る
他
、市
民

の
皆
さ
ま
の
記
憶
し
て
い
る
名
護
市
の

今
と
昔
の
人
・
物
・
場
所
な
ど
を
記
録
化

し
ま
す
。

　

今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
商
店
や

映
画
館
、地
域
の
人
や
暮
ら
し
で
使
用

さ
れ
る
物
な
ど
、あ
ん
な
こ
と
や
こ
ん

な
こ
と
が
載
っ
て
い
る
百
科
事
典
を
市

民
の
皆
さ
ま
と
編
さ
ん
し
て
い
き
ま
す
。
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53-5427☎問 名護市民会館

名護市民会館からのお知らせ

　アンサンブルでお届けする親子で楽しむ０歳からの
演奏会。お子さまが小さくて外出される機会の少ない
お母さんやお父さん、お子さまと一緒にお出かけして
みませんか。おじいちゃん、おばあちゃんがお孫さんと
一緒に楽しむこともできます。周りに気兼ねなく０歳
から楽しめるコンサートです（10月の台風接近に伴う
延期振替公演になります）。

　音楽が好きな児童生徒で構成される名護ジュニアオー
ケストラは、琉球交響楽団を迎え、クリスマスコンサート
2017を行います。昨年も大好評を得た琉球交響楽団と
の共演。今年も小さな演奏家たちとプロオーケストラで
音楽の魅力をたっぷりとお届けします。多くの皆さまの
ご来場をお待ちしています。

出演：琉球交響楽団金管＆打楽器セクション

大好評だった昨年の定期演奏会の様子

宮城 美幸（ソプラノ）

開演:午前11時 （開場30分前）
場所：名護市民会館 中ホール

12/17日
開催
日時

開演:午後4時 （開場30分前）
場所:名護市民会館 中ホール

12/23土
開催
日時

入
場
料

800円

300円

大 人

1,000円
（当日各300円増）

親子ペア券
（高校生以下）
子 ど も

琉球交響楽団 ０歳児からのコンサート琉球交響楽団 ０歳児からのコンサート ブラスＤＥパーティーin名護ブラスＤＥパーティーin名護

平成２９年度 子ども芸術支援事業・平成29年度 沖縄県文化芸術創造発信力強化支援事業平成２９年度 子ども芸術支援事業・平成29年度 沖縄県文化芸術創造発信力強化支援事業

第２０回 名護ジュニアオーケストラ定期演奏会第２０回 名護ジュニアオーケストラ定期演奏会
～クリスマスコンサート2017 琉球交響楽団を迎えて♪～～クリスマスコンサート2017 琉球交響楽団を迎えて♪～

年末年始のごみ収集・ごみ受け入れのお知らせ
　年末年始はごみの収集および受け入れが休業になります。ご不便を
おかけしますがご理解、ご協力をお願いします。

※収集の曜日と分別の方法、ごみの持ち込める時間は通常通り（午前８時３０分から）です。ご協力よろしくお願いします。

１２月２９日（金）まで
新年の収集は１月４日（木）から始まります。ごみの収集

１２月３０日（土）まで
新年の持ち込みは１月３日（水）から受け付けます。

環境センター・
最終処分場のごみの

持ち込み

月    日 28日（木）

○

○

収    集
持ち込み

29日（金）

１２月 １月

○

○

30日（土）

✕

○

31日（日）

✕

✕

1日（月）

✕

✕

2日（火）

✕

✕

3日（水）

✕

○

4日（木）

○

○

問 環境対策課 ５２‐０００３☎

入場無料（但し、入場整理券が
  必要になります）
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　「あけみお」は夜明けの美しい静かな
入り江の青 と々した水の流れのことです。
『あけみおのまち名護』のコーナーでは
各種教育施設や市民団体の活動などの
情報を掲載します。

53-1342☎名護博物館問

53-6167☎名護市文化協会問

 53-5429　☎地域力推進課問

53-6167／090-2588-7289(玉里）☎
名護市文化協会問

　

舞
踊
家 

玉
里
美
智
子
氏
の

独
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時 

12
月
9
日（
土
）

　

午
後
2
時

◇
場
所 

名
護
市
民
会
館

　

大
ホ
ー
ル

◇
入
場
料

　

前
売
：
1
5
0
0
円

　

当
日：
1
8
0
0
円

第
3
回 

玉
里
美
智
子
独
演
会

◇
日
時 

平
成
30
年
1
月
7
日（
日
）

　

午
後
3
時
〜
午
後
4
時

　
（
開
場
：
午
後
２
時
）

◇
場
所 

名
護
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

　

名
護
市
成
人
式
の
開
催
に
伴
い
、

名
護
市
民
会
館
お
よ
び
周
辺
駐
車

場
の
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。市
民

会
館
駐
車
場
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、新
成
人
お
よ
び
来
賓
以
外
の

方
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◇
日
時 

平
成
30
年
1
月
7
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
６
時

①
国
道
58
号
か
ら
市
民
会
館

　
へ
は
進
入
の
み
。駐
車
場
内
は

　
一
方
通
行
と
な
り
、出
口
は

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
側
と
な
り
ま

　

す
。国
道

58
号
か
ら
野
外

　

ス
テ
ー
ジ
へ
の
車
の
進
入
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

②
市
民
会
館
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー

　

は
周
回
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
30
年 

名
護
市
成
人
式

博
物
館
だ
よ
り

◉
カ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
写
真
展

◇
日
時　
12
月
23
日（
土
）〜
24
日（
日
） 

　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時（
最
終
日

　
は
午
後
4
時
ま
で
）

◉
年
末
年
始
休
館
日
の
お
知
ら
せ

◇
期
間　

12
月
28
日（
木
）〜
1
月

　

3
日（
水
）

◉
駐
車
場
変
更
の
お
知
ら
せ

　

道
路
工
事
に
伴
い
、年
金
事

務
所
側
駐
車
場
が
使
用
で
き

ま
せ
ん
。近
く
に
あ
る「
ガ
ジ
ュ

マ
ル
駐
車
場
」を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。駐
車
券
を
博
物
館
入
館

の
際
に
窓
口
に
提
示
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
無
料
に
な
り
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
※
入
場
無
料

通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

090-4510-3644(伊佐)☎
鼓舞音７５の会 事務局問

　

昨
年
の
熊
本
地
震
や
、今
年
７
月

の
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
復
興
支
援
の
た
め
、チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。な
お

入
場
料
金
は
復
興
支
援
金
と
し
て
寄

付
し
ま
す
。入
場
券
の
お
求
め
は

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

九
州
地
方
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

58
入口

前庭前庭前庭前庭
選管
選管駐車場

社
協

警備室 招待者
駐車場

新
成
人
駐
車
場

児童センター

中央公民館

大ホール

中ホール

出口
（進入禁止）

一
方
通
行

一
方
通
行

一
方
通
行

一
方
通
行

一
方
通
行

一
方
通
行

一
方
通
行

一
方
通
行

第
28
回 

名
護
市
文
化
祭

　

名
護
市
文
化
協
会
で
は
、毎
年
活

動
の
集
大
成
と
し
て
名
護
市
文
化
祭

を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

　

平
成
30
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る

文
化
祭
の
展
示
部
門
で
あ
な
た
の

作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
。

◇
出
品
料　

千
円
／
1
人

◇
規
定　
油
彩・水
彩・水
墨・版
画
は

　

額
装
の
こ
と
。号
数
は
8
号
以
上
、

　

1
0
0
号
以
内
と
す
る
。彫
刻
は

　

持
ち
運
べ
る
程
度
の
大
き
さ
。工
芸

　

は
陶
芸
・
漆
芸
・
木
工
・
ガ
ラ
ス

　

工
芸
・
染
織
そ
の
他（
工
芸
は
販
売

　
も
あ
り
）。写
真
の
額
装
は
ア
ク
リ
ル

　
の
み
。規
格
は
ワ
イ
ド
四
つ
切
以
上

　

と
す
る
。点
数
は
す
べ
て
1
点
と

　

す
る
。た
だ
し
、工
芸
の
小
品（
カ
ッ

　

プ
な
ど
）は
5
個
1
組
で
出
品
可
。

◇
申
込
期
限

　
平
成
30
年
1
月
19
日（
金
） 

　

午
後
５
時
ま
で
に
文
化
協
会

　

に
出
品
料
を
添
え
て
申
込
票

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申

　

し
込
み
多
数
の
場
合
、期
限

　

前
に
締
め
切
る
こ
と
も
あ
り

　

ま
す
。

※
申
込
票
は
文
化
協
会
・
中
央

　

公
民
館
に
て
配
布

美
術・工
芸・写
真
の

作
品
大
募
集
！

◇
日
時　

12
月
16
日（
土
）

　

午
後
6
時
30
分
〜
午
後
9
時

◇
場
所　

宮
里
区
公
民
館

◇
出
演　

宮
里
青
年
会
、

　

創
作
エ
イ
サ
ー
花
鳥
風
月
、

　

新
里
直
子
琉
舞
道
場
、

　

平
義
隆
氏

◇
入
場
料　

1
人
千
円

※
小
学
生
以
下
無
料
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５３-7246☎名護市立中央図書館問

『
本
屋
に
な
り
た
い

           

こ
の
島
の
本
を
売
る
』

宇
田 

智
子 

著
／
筑
摩
書
房

　

沖
縄
で
小
さ
な
古
本
屋
の
店
主

と
な
っ
た
著
者
が
、本
と
人
の
間
で

考
え
た
事
と
は
…

だ
よ
り

図
書
館
で
一
緒
に「
ク
リ
ス
マ
ス
」を
楽

し
も
う
！

【
読
み
聞
か
せ
支
援
員
募
集
と

読
み
聞
か
せ
講
座
の
開
催
の
お
知
ら
せ
】

　

子
ど
も
た
ち
が
待
ち
望
ん
で
い
る

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、「
ク
リ
ス
マ
ス

特
別
お
は
な
し
会
」を
開
催
し
ま
す
。

家
族
や
お
友
だ
ち
、皆
で
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時　

12
月
16
日（
土
） 

午
前
11
時
〜

◇
場
所　

中
央
図
書
館 

Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

　

名
護
市
の
乳
幼
児
健
診
で
読
み
聞
か

せ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
支
援
員
の

募
集
と
併
せ
て
乳
幼
児
に
対
す
る
読
み

聞
か
せ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

12
月
３
日（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

◇
場
所　

中
央
図
書
館 

会
議
室

※
予
約
不
要
・
受
講
料
無
料

～名護・やんばるの自然と文化～

vol.
151

▲シガマムイ遠景

◀頂上に配置されている石

53-3012☎名護市教育委員会 文化課 文化財係問

名
護
市
文
化
財
保
存
調
査
委
員 

岸
本
林

喜瀬区シガマムイ
（シラガムイ）は
ピラミッドか？

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

◉
お
は
な
し
会（
毎
週
土
曜
日
）

　

午
前
11
時
〜

◉
Ｊ
Ｏ
Ｙ 

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ

　

毎
月
第
１
土
曜
日（
午
前
11
時
〜
）

◉
英
語
多
読
講
座　

　

毎
月
第
３
日
曜
日（
午
後
１
時
〜
）　

◉
英
語
で
学
ぼ
う
！
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ

　

毎
月
第
３
日
曜
日（
午
後
3
時
〜
）

◉
う
ち
な
ー
芝
居
シ
ア
タ
ー

　
『
昔
事
ゆ
語
ら
』（
70
分
）

　

12
月
13
日（
水
） 

午
後
２
時
30
分
〜

◉
図
書
館
上
映
会

　
『
親
子
ね
ず
み
の
不
思
議
な
旅
』（
85
分
）

　

12
月
24
日（
日
） 

午
後
２
時
30
分
〜

◉
ア
メ
リ
カ
情
報
コ
ー
ナ
ー
上
映
会

　
『
34
丁
目
の
奇
跡
』（
１
１
４
分
）

　

12
月
10
日（
日
） 

午
後
２
時
30
分
〜

※
い
ず
れ
も
入
場
無
料

　

現
在
、名
護
市
に
は
指
定
文
化
財
が

84
件
あ
り
ま
す
。ま
た
、ま
だ
指
定
は

さ
れ
て
い
な
く
と
も
、候
補
と
し
て
重

要
な
文
化
財
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、そ
の
中
で
も
喜
瀬
区
に
あ
る

不
思
議
な
山
シ
ガ
マ
ム
イ
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

喜
瀬
区
の
集
落
の
東
に
、地
元
で

シ
ガ
マ
ム
イ（
シ
ラ
ガ
ム
イ
）と
呼
ば
れ

る
標
高
1
0
0
ｍ
の
山
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
は
区
に
と
っ
て
は
大
切
な
拝
所
に

な
っ
て
お
り
、普
段
は
入
山
が
禁
止
さ

れ
た
県
内
で
も
不
思
議
な
聖
地
の
一
つ

で
す
。山
の
形
は
ど
こ
か
ら
見
て
も

完
璧
な
四
角
錐
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
そ
の
も

の
で
す
。昭
和
初
期
、酒
井
勝
軍
と
い

う
人
物
が『
神
秘
の
日
本
』と
い
う
著

書
の
中
で
、日
本
に
も
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が

あ
る
と
い
う
説
を
世
に
出
し
ま
す
。普

通
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
い
う
と
エ
ジ
プ
ト
や

マ
ヤ
の
石
材
を
使
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を

想
像
し
ま
す
が
、こ
こ
で
言
う
日
本
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、山
を
加
工
し
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
に
し
た
、自
然
を
上
手
く
活

用
し
た
古
代
山
岳
祭
祀
遺
跡
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。特
徴
と
し
て
、頂
上
に

太
陽
石
と
い
わ
れ
る
石
を
配
置
し
、東

側
に
は
鏡
岩
、そ
し
て
方
位
石
と
呼
ば

れ
る
立
石
が
あ
り
、そ
の
３
点
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

シ
ガ
マ
ム
イ
に
は
、宇
宙
か
ら
降
っ
て

き
た
と
い
わ
れ
る
高
さ
50
㎝
、幅
25
㎝

ほ
ど
の
石
が
山
頂
に
御
神
体
と
し
て

置
い
て
あ
り
、そ
こ
で
は
実
際
に
方
位

磁
石
が
回
転
し
ま
す
。そ
し
て
鏡
岩
は
、

３
階
建
て
の
ビ
ル
の
大
き
さ
ほ
ど
の
巨

岩
を
垂
直
に
加
工
し
、そ
の
下
に
は
祭

壇
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。あ
と
一
つ
、

方
位
石
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、ま
さ
に
日
本
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
そ
の

も
の
で
す
。し
か
も
こ
の
シ
ガ
マ
ム
イ

は
、年
に
１
回
、山
頂
か
ら
天
に
向
か
っ

て
光
の
柱
が
立
つ
と
い
う
話
が
あ
り
、

県
内
の
ユ
タ
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
中
に

は
、何
回
も
目
撃
し
た
方
が
い
る
よ
う

で
す
。市
内
で
は
、部
間
権
現
と
共
に

最
高
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
入
山
に
は
区
の
許
可
が
必
要
で
す
。 
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まちの話題

　

１０
月
３０
日
、「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
の
日
」制
定
１
周
年
を
記
念
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
ム
ル
マ
ジ
ュ
ン
！

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」が
名

護
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
。

　

名
護
市
の
海
外
研
修
生
ら
が
、か
ぎ

や
で
風
を
披
露
し
、子
ど
も
た
ち
が

エ
イ
サ
ー
な
ど
を
披
露
し
た
。イ
ベ
ン

ト
中
に
は
稲
嶺
進
名
護
市
長
が
県
主

催
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
翁
長
雄
志
沖
縄
県

知
事
と
音
声
中
継
で
つ
な
が
り
、喜
び

を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

稲
嶺
市
長
は「
名
護
か
ら
発
信
し
た

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
。今
日

は
タ
ン
カ
ー
ユ
ー
エ
ー
。み
ん
な
で
祝

い
、育
み
、い
つ
ま
で
も
続
く
日
で

あ
っ
て
ほ
し
い
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」

の
発
案
者
で
あ
る
比
嘉
ア
ン
ド
レ
ス
さ

リ
レ
ー
で
つ
な
ぐ
絆

　
「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」の

周
知
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火

誘
致
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、名
護
中
学
校
生
徒

が
タ
ス
キ
リ
レ
ー
に
参
加
し
た
。

　

生
徒
３４
人
は
、１
９
６
４
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
宿
泊
碑
の
あ
る

嘉
陽
を
出
発
し
、イ
ベ
ン
ト
会
場
の
名

護
市
役
所
ま
で
の
約
２０
㎞
の
距
離
を

イ
ベ
ン
ト
の
ノ
ボ
リ
を
持
っ
て
走
り

つ
な
い
だ
。

給
食
で
世
界
を
感
じ
る

　

名
護
市
内
の
小
、中
学
校
で
は
、

「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」に

合
わ
せ
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
民
食
フ
ェ

ジ
ョ
ア
ー
ダ
が
提
供
さ
れ
た
。名
護
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
の
上
野
聖

子
さ
ん
は「
名
護
市
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
人
々
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
。多
く

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
食
べ
た
で
あ
ろ

う
ヘ
ル
シ
ー
な
こ
の
料
理
を
選
ん
だ
」

と
語
っ
た
。

　

大
北
小
学
校
の
新
城
史
琉
さ
ん
は

「
玉
ね
ぎ
が
嫌
い
だ
け
ど
、こ
れ
な
ら

お
い
し
い
」と
話
し
、豊
里
勁
心
さ
ん

は「
食
感
が
良
く
て
お
い
し
い
。こ
れ

な
ら
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
食
べ

ら
れ
る
」と
舌
鼓
を
打
っ
た
。

ム
ル
マ
ジ
ュ
ン
！
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
１
周
年
祝
う

年代ごとのテーブルに卒業生が集った

　

来
年
２
月
に
1
3
5
周
年
記
念

式
典
を
控
え
る
名
護
小
学
校
で
11
月

5
日
、歴
代
の
卒
業
生
を
対
象
と
し

た
拡
大
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。実
行

委
員
会
は
遊
具
贈
呈
や
文
化
財
の
レ

プ
リ
カ
作
成
な
ど
記
念
事
業
を
実
施

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

昭
和
10
年
生
と
し
て
参
加
し
た
新
垣

誠
福
さ
ん
は「
小
学
校
3
年
の
と
き
に

戦
争
が
激
化
し
疎
開
し
た
。焼
野
原

と
な
っ
た
名
護
に
戻
っ
て
卒
業
し
た
。

戦
後
は
か
や
ぶ
き
の
校
舎
だ
っ
た
。学

校
も
こ
れ
か
ら
き
れ
い
に
な
る
。公
共

機
関
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
一
緒
に
な
っ
て
学
校

を
つ
く
れ
た
ら
良
い
」と
語
っ
た
。

　

昭
和
61
年
生
の
比
嘉
桂
吾
さ
ん
は

「
校
庭
の
像
が
夜
走
る
と
い
う
噂
を

友
達
と
し
て
い
た
思
い
出
が
あ
る
。

1
3
5
年
続
い
た
の
は
名
護
小
が
良

い
か
ら
」と
話
し
た
。

名
護
小
拡
大
同
窓
会

ん
は「
で
ー
じ
感
動
し
て
い
る
。名
護

は
な
と
ん
ど
ー
。ウ
チ
ナ
ー
文
化
を
大

切
に
し
よ
う
」と
話
し
、伊
佐
正
ア
ン

ド
レ
ス
さ
ん
は「
感
謝
と
幸
せ
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。ム
ル
マ
ジ
ュ
ン
み

ん
な
で
祝
お
う
」と
呼
び
か
け
た
。

1

34 2

5

写真1

写真2

写真3

写真4
写真5

写真6

：比嘉さんと伊佐さんの
 あいさつ
：プロジェクション
  マッピングによる
 幻想的な演出
：研修生が披露した
  かぎやで風
：保育園児によるエイサー
：名護市役所に到着した
 名護中リレーメンバー
：大北小学校の
 給食の様子

PHOTO CAPTION

6

け
い
し
ん
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あたり

本
に
親
し
む
夕
暮
れ
時

M a c h i  n o  W a d a i

今月のフォト

　

11
月
3
日
、な
ご
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で

「
秋
の
夕
暮
れ
ブ
ッ
ク
ピ
ク
ニ
ッ
ク

（
主
催：絵
本
屋P

olaris

、Cookhal

、

B
O
K
ETTO

）」が
開
催
さ
れ
た
。会

場
で
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ

れ
た
他
、古
本
市
、大
型
バ
イ
ク
展
示
、

飲
食
店
な
ど
が
並
び
、約
9
0
0
人
が

来
場
し
た
。　

　

読
み
聞
か
せ
の
集
団B

O
K
ETTO

の
一
人
の
上
原
尚
子
さ
ん
は「
オ
ー

ト
バ
イ
の
展
示
や
お
酒
の
提
供
で
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
で
蚊
帳
の
外

に
な
り
が
ち
な
男
性
や
子
ど
も
の
い

な
い
大
人
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
た
」と
語
っ
た
。

大勢の親子連れでにぎわった

名護市民会館

熊本県大津市の松木雄一郎氏の
ボランティア設置センター運営に関する
基調講演

第１２回
名護市社会福祉大会

10/18 水

名桜大学

国際交流試合
名護市サッカー協会シニアクラブ
チームと香港チームがサッカーを
通じて交流を深めた

10/15 日

男子Ａは名護小、女子Ａは大北小が優勝した。

２１世紀の森体育館

第５０回 名護市
ミニバスケットボール大会

10/22 日

強
風
も
な
ん
の
そ
の 

愛
楽
園
で

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会冬を思わせる寒さの中で熱い戦いを

繰り広げた参加者

か
　
の
ん

ゆ
う 

ひ

み
　
ゆ

　

社
会
啓
発
・
交
流
を
目
的
と
し
た

第
24
回 

沖
縄
愛
楽
園
園
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
11
月
4
日
、同
園
多

目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
た
。市
内
24

チ
ー
ム
を
含
め
た
50
チ
ー
ム
3
0
4
人

の
元
気
な
高
齢
者
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

で
得
点
を
競
い
合
っ
た
。

　

総
合
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
レ
タ
ス

チ
ー
ム（
八
重
瀬
町
）の
外
間
潔
さ
ん
は

「
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
。県
民
全
体

で
も
っ
と
愛
楽
園
に
対
す
る
関
心
を

高
め
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

楽
し
く
学
ぶ
防
火
研
修 放水を披露した消防隊員

　

11
月
5
日
、名
護
市
消
防
本
部
で

名
護
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
研
修

が
行
わ
れ
た
。市
内
24
の
保
育
園
か
ら

6
7
6
人
の
子
ど
も
が
参
加
し
、防
災

ビ
デ
オ
視
聴
や
、展
示
訓
練
見
学
な
ど

を
し
た
。

　

海
青
子
ど
も
園
の
仲
村
心
結
ち
ゃ
ん

（
6
歳
）は「
放
水
し
た
消
防
隊
の
お
兄

ち
ゃ
ん
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」と
話
し
、

比
嘉
華
音
ち
ゃ
ん（
6
歳
）は「
防
災

ビ
デ
オ
は
怖
か
っ
た
け
ど
、楽
し
く
見
る

こ
と
が
で
き
た
」と
振
り
返
っ
た
。

や
ん
ば
る
展
に

3
4
5
点
展
示

迫力ある作品を鑑賞する子どもたち

　

11
月
1
日
か
ら
11
月
5
日
ま
で
の

期
間
、第
44
回 

や
ん
ば
る
展（
主
催
：

同
実
行
委
員
会
）が
名
護
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
、7
部
門
3
4
5
点
の
作
品

が
展
示
さ
れ
た
。展
示
初
日
、渡
久
地

武
光
実
行
委
員
長
は「
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン
展
と
し
て
、師
匠
か
ら
生
徒
ま
で
が

出
展
で
き
る
や
ん
ば
る
展
。今
年
も

個
性
豊
か
な
作
品
を
楽
し
め
る
」と

語
っ
た
。

　

東
江
保
育
園
の
具
志
堅
結
飛
く
ん

（
6
歳
）は「
船
の
模
型
が
か
っ
こ
よ

か
っ
た
」と
目
を
輝
か
せ
た
。
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「
飲
酒
運
転
は 

絶
対
だ
め
だ
よ
！
わ

か
る
よ
ね
」

　

忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
飲
酒
の
機
会

が
増
え
る
こ
の
時
期
は
、飲
酒
運
転
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。期
間
中
、飲

酒
運
転
に
対
す
る
意
識
改
革
を
進
め
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

期
間　
平
成
２９
年
12
月
21
日（
木
）〜

平
成
３０
年
１
月
４
日（
木
）

出
発
式　
12
月
20
日（
水
） 

午
後
4
時

場
所　
名
護
市
役
所 

中
庭

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、「
計
量
法
」に
よ
り

８
年
以
内
で
取
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。対
象
者
に
は
、事
前
通
知
の

生
活
・
安
全

問
名
護
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

（
名
護
市
総
務
課
内
）

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
１
５
）

☎ 平
成
29
年 

年
末
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動
に
つ
い
て

　

北
部
保
健
所
で
は
、無
料
・
匿
名
で

エ
イ
ズ
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の

機
会
に
一
度
、検
査
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
中
検
査　

12
月
４
日（
月
）〜
８
日

（
金
） 

午
前
９
時
〜
午
前
１１
時
、午
後

１
時
〜
午
後
３
時

夜
間
検
査　

12
月
７
日（
木
） 

午
後
５

時
３０
分
〜
午
後
７
時
３０
分

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
右
記
の
期
間
以
外
で
は
、通
常
、火
曜

日・
木
曜
日
に
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
税
務
課 

家
屋
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
１
８
）

☎ 名
護
市
固
定
資
産
税
課
税
免
除

（
税
制
優
遇
制
度
）の
ご
案
内

問
環
境
水
道
部 

水
道
業
務
課

５
３‐１
２
１
２（
内
線
3
6
3
／
3
6
4
）

☎ 名
護
市
水
道
メ
ー
タ
ー

取
り
替
え
に
つ
い
て

情
報
ぼ
っ
く
す

暮
ら
し 

い
き
い
き

　

名
護
市
で
は
、産
業
の
振
興
お
よ
び

雇
用
の
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合

に
固
定
資
産
税
課
税
免
除
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①
観
光
地
形
成
促
進
地
域
に
お
け
る

課
税
免
除

②
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
に
お
け
る

課
税
免
除

③
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域

に
お
け
る
課
税
免
除

④
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
に
お

け
る
課
税
免
除

申
請
期
間　
毎
年
１
月（
新
規
分
・
継

続
分
）１
月
４
日
〜
１
月
３１
日（
土
・
日・

祝
日
を
除
く
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

申
請
場
所　
名
護
市
役
所 

税
務
課

提
出
書
類　
固
定
資
産
課
税
免
除
申

請
書
お
よ
び
関
係
書
類

問
環
境
対
策
課 

環
境
衛
生
係

５
２‐０
０
０
３

☎ 拠
点
回
収
に
関
す
る
お
知
ら
せ

小
児
救
急
電
話
相
談

子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た
ら
、ま
ず
電

話
。看
護
師
や
医
師
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。　 

相
談
日
時
は
、毎
日
・
夜
間 

午
後
７
時
〜
午
後
11
時　

  

プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
か
ら
は
、局
番
な

し
の      

♯
８
０
０
０　

   

ダ
イ
ヤ
ル
回
線

や
右
記
の
番
号
が
ご
利
用
頂
け
な
い
場
合

は
…

0
9
8
‐
8
8
8
‐
5
2
3
0

☎ ☎

　
『
小
型
家
電
製
品
※
50
㎝
以
下

の
も
の
』、『
有
害
ご
み（
蛍
光
管
、

乾
電
池
）』、『
極
小
金
属
』、『
ラ
イ

タ
ー
』を
次
の
場
所
で
い
つ
で
も

出
せ
ま
す
。※
各
家
庭
へ
の
回
収

も
通
常
通
り
行
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
回
収
場
所

○
名
護
市
環
境
セ
ン
タ
ー 

○
名

護
市
エ
コ
ス
テ
３
Ｒ「
な
ご
こ
ろ
」

○
各
公
民
館

※
リ
サ
イ
ク
ル
家
電
や
粗
大
ご
み

は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

問
名
護
市
消
防
本
部 

総
務
課

５
２‐１
１
４
２（
内
線
３
０
２
）

☎ 機
能
別
分
団
員（
消
防
団
）

随
時
募
集
中
！

　

名
護
市
で
は
市
民
の
防
火
・
防
災

意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
、女
性
や

若
者
の
消
防
団（
機
能
別
分
団
）加
入

促
進
を
実
施
し
て
い
ま
す
。機
能
別

分
団
は
①
学
生
班 

②
後
方
支
援
班

③
広
報
班
と
３
班
編
成
と
な
っ
て
お
り

自
分
に
合
っ
た
分
野
で
活
動
で
き
ま
す
。

第
１
回 

炊
き
出
し
訓
練
実
施
！

　
１１
月
７
日
、機
能
別
分
団
に
よ
る
炊
き

問
名
護
市
消
防
本
部 

消
防
署

５
２‐２
１
２
１

☎ 普
通
救
命
講
習
会
Ⅲ
受
講
者
募
集

（
受
講
料
無
料
）

　

小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対
す
る
応
急

手
当
て
を
学
び
ま
す
。A
E
D（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）講
習
。

定
員　
３０
人

※
中
学
生
以
上
、市
内
在
住
者
優
先
。

日
時　

12
月
17
日（
日
） 

午
前
９
時
〜

正
午

会
場　
名
護
市
消
防
本
部 

２
階
講
堂

申
込
期
間　

12
月
10
日（
日
）〜
16
日

（
土
）

※
講
習
修
了
者
に
対
し
、修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

※
台
風
接
近
の
た
め
に
中
止
と
な
っ
た

10
月
の
上
級
救
命
講
習
は
１
月
に
開
催

予
定
で
す
。

※
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。大
切
な
命
を
救
う

た
め
に
！

う
え
環
境
水
道
部
が
委
託
し
た
業
者
が

伺
い
ま
す
。敷
地
内
の
立
ち
入
り
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
の
周
り
に
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
飼
い
犬
は
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
し
て

繋
い
で
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
12
月
１
日（
金
）〜
３１
日（
日
）

実
施
地
区　
振
慶
名
、田
井
等
、親
川
、

川
上
、仲
尾
次
、真
喜
屋
、稲
嶺
、屋
我
、

饒
平
名
、我
部
、運
天
原
、済
井
出
、

辺
野
古

名護市　拠点回収

問
北
部
保
健
所 

健
康
推
進
班　

５
２‐５
２
１
９

☎ １２
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す

　

名
護
市
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
場　
北
部
保
健
所 

2
階（
多
目
的
室
）

名
護
市
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
と
は
…

　

高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
時

に
、警
察
だ
け
で
な
く
、地
域
の
生
活

関
連
団
体
な
ど
が
捜
索
に
協
力
し
て
、

速
や
か
に
行
方
不
明
者
を
発
見
し
保
護

す
る
仕
組
み
。

問
宮
里
病
院（
担
当
：
西
口
）

5
3
‐
7
7
7
1（
内
線
2
5
4
）

☎ 認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

な
ご
み
の
会
１２
月
定
例
会

出
し
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。今
後
も

定
期
的
に
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

申
込
方
法　

履
歴
書
の
提
出（
名
護

市
消
防
本
部
総
務
課
へ
）

福
祉
・
健
康

市民のひろば 2017 . 12 24



問
名
護
市
国
際
交
流
協
会

５
１‐０
１
２
３

☎https://nagointernational.jimdo.com/

HP
N
I
A 

名
護
市
国
際
交
流
協
会

FB 第
２１
回 

や
ん
ば
る
圏
高
校
生

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

催
し
物・講
座

日
時
①
平
成
３０
年
１
月
１７
日（
水
） 

午

後
６
時
〜
午
後
７
時
３０
分 
②
１
月
24

日（
水
） 

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
３０
分

定
員　
①
定
員
6０
人 

②
定
員
9０
人

場
所　

北
部
地
区
医
師
会
病
院 

健
康

管
理
セ
ン
タ
ー

予
約
方
法　

健
康
増
進
課
へ
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル（
事
前
要
予
約
）

※
メ
ー
ル
に
は
氏
名
、生
年
月
日
、住

所
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

４０
〜
７４
歳
の
名
護
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
病
院

や
公
民
館
な
ど
で
ま
だ
特
定
健
診
を

受
診
し
て
い
な
い
方

申
込
期
間　
平
成

３０
年
１
月

１6
日

（
火
）ま
で

申
込
窓
口　

名
護
市
役
所 

健
康
増

進
課

日
時　

１2
月
９
日（
土
） 

午
後
１
時
３０

分 

開
場
／
午
後
２
時
〜
午
後
６
時

場
所　
名
護
市
中
央
図
書
館 

Ａ
Ⅴ

ホ
ー
ル　

入
場
無
料

日
時　

１2
月
１0
日（
日
） 
午
前
１１
時
〜

午
後
2
時
３０
分　
　
　
　

品
目　
I
H
で
ヘ
ル
シ
ー
料
理

油
で
揚
げ
な
い
油
淋
鶏

講
師　
佐
々
木 

章
人 

参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
１6
人

場
所　
食
文
化
人
材
育
成
施
設（
名

護
市
営
市
場 

２
階
）

※
駐
車
は
港
駐
車
場
へ
。エ
プ
ロ
ン
、

ス
リ
ッ
パ
持
参
。申
し
込
み
多
数
の

問
名
護
市
消
防
本
部 

総
務
課

５
２‐１
１
４
２（
内
線
３
０
２
）

☎ 平
成
３０
年 

消
防
出
初
式

　

出
初
式
で
は
、1
年
間
の
無
災
害
の

実
現
と
市
民
の
安
心
・
安
全
を
願
う
と

と
も
に
、消
防
職
員
・
団
員
が
日
頃
の

訓
練
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
災
害
に

立
ち
向
か
う
勇
姿
を
披
露
し
ま
す
。

ま
た
、幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火

演
技
を
お
披
露
目
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
日　
平
成
３０
年
１
月
６
日（
土
）

時
間　
式
典：午
後
２
時
３０
分
〜
、特
別

点
検・展
示
訓
練
な
ど
：
午
後
３
時
〜

場
所　
消
防
本
部
敷
地
内

問
名
護
中
央
公
民
館

５
３‐５
４
２
８　

☎

５
３‐５
４
４
０

FAX

親
子
で
M
Y
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り

日
時　
１2
月
１6
日（
土
）

時
間　
午
前
１0
時 

受
付
／
午
前
１0
時

３０
分
〜
正
午

講
師　
大
山 

玲
子（P

etit Eden

）

場
所　
屋
我
地
支
所

対
象　
市
内
在
住
の
親
子（
３
歳
以

上
）※
子
ど
も
の
み
の
参
加
は
不
可
。

定
員　
１5
組

参
加
費　
千
円（
当
日
徴
収
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
F
A
X

申
込
締
切　
１2
月
11
日（
月
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

持
参　
ピ
ン
セ
ッ
ト（
持
っ
て
い
る
方

は
持
参
お
願
い
し
ま
す
）。

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
６
３
）

☎ 日
中
お
忙
し
い
そ
こ
の
あ
な
た
…

今
年
は
2
日
間
や
り
ま
す
！
ナ
イ
ト
健
診
！

　

対
象
者
に
は
子
宮
頸
が
ん
検
診
通

知
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。受
診
の
際

に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。ぜ
ひ
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

お
得
な
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ク
講
座
開
催
中

い
つ
で
も
体
験
で
き
ま
す
。

　

１2
月
６
日
伊
差
川
、
１2
月
１3
日
済

井
出
の
会
場
で
は
、子
宮
頸
が
ん
検
診

と
同
時
に
、乳
が
ん
検
診
で
あ
る
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査（
１
方
向
の
み
）も

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
６
３
）

☎ 子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

問
ス
ポ
ー
ク・フ
ィッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

５
２‐７
７
３
９

☎ 新
年
度
に
向
け
て

身
体
づ
く
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

kenkouzoushin@
city.nago.lg.jp

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ー
ガ
、楽
し
く

デ
ィ
ス
コ
、Z
U
M
B
A
、す
っ
き
り

ボ
デ
ィ
、ス
ロ
ト
レ
ダ
イ
エ
ッ
ト
、体
幹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
。 

問
カ
エ
ル
ぴ
あ
な
は

０
７
０‐５
８
１
９‐０
９
８
４

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

月
曜
除
く
）

☎ お
き
で
ん
Ｉ
Ｈ・料
理
教
室

場
合
は
抽
選
。キ
ャ
ン
セ
ル
は
開
催

２
日
前
ま
で
に
要
連
絡
。

屋我地支所
★

　「参加・体感・交流」をテーマにした祭りを開催します。
　魚のつかみ取り、屋我地島Happyマルシェ、舞台発表、アームレスリング大会、屋我地島散策、
打上花火に加え、老若男女どなたでも参加できる島ぞうり飛ばしや、手作りのランタンイルミネーション、
舞台では地域の方やゲストを迎えてのライブなど様々なイベントが満載

日 時 場 所１2月3日（日） 屋我地支所午前１１時～ 各種イベント
問 やがじ祭り実行委員会
52-8101（屋我地支所内）☎

伊差川、山田、
我部祖河、古我知、
振慶名、呉我、内原

済井出、運天原、
饒平名、我部、屋我

１２月６日（水）
伊差川地区会館

１２月１３日（水）
済井出集落センター

大南、大北
１２月１７日（日）
北部地区医師会病院
健康管理センター

対象地域検診日／検診会場 受付時間

午後１時３０分～
午後２時３０分

午後１時３０分～
午後２時３０分

午前9時～
午前10時３０分

平成29年度 子宮頸がん検診日程表（12月分） 実
施
し
ま
す
。北
部
地
区
医
師
会
病
院

な
ど
で
行
う
乳
が
ん
検
診
に
行
け
な
い

と
い
う
方
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
予
約
が
必
要
で
先
着
２０
人
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。健
康
増
進
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
対
象
地
域
以
外
の
方
も
受
診
可
能

で
す
。

※
当
日
は
受
診
し
や
す
い
服
装（
ス

カ
ー
ト
な
ど
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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Ｉ
Ｈ
調
理
室（
食
文
化
人
材
育
成

施
設
）を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。こ
れ

ま
で
各
種
料
理
教
室
、蕎
麦
づ
く
り
、

被
災
地
復
興
支
援
の
商
品
開
発
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
料
金　
1
時
間
4
0
0
円
、営
業

利
用
は
1
時
間
1
6
0
0
円　

　

名
護
市
で
は
戌
年
の
年
頭
に
当
た

り
、広
く
市
民
間
の
交
流
と
親
睦
を

図
る
た
め
、次
の
と
お
り
平
成

30
年

名
護
市
新
春
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
案
内
し
ま
す
。

日
時　
平
成
30
年
１
月
4
日（
木
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
21
世
紀
の
森
体
育
館

会
費　
千
円
／
人（
参
加
費
お
よ
び

参
加
者
名
簿
代
込
み
）

※
参
加
者
名
簿
へ
の
氏
名
掲
載
は
締
め

切
り
ま
し
た
。

　

年
末
調
整
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
主
の
皆
さ
ま
は
、従
業
員
の
給
与

支
払
報
告
書
を
1
月
1
日
現
在
に
お
け

る
従
業
員
の
住
所
所
在
の
市
町
村
へ

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

記
入
漏
れ
な
ど
に
注
意
し
、期
限
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）に
よ
る

電
子
申
告
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

給
与
支
払
報
告
書
提
出
期
限

平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

　

給
与
支
払
報
告
書
は
A
5
サ
イ
ズ
の

新
様
式
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
名
護
を
明
る
く

元
気
に
Ｐ
Ｒ
し
盛
り
上
げ
る
た
め「
名
護

が
じ
ゅ
ま
る
王
子
」を
選
出
し
ま
す
。

応
募
資
格　

年
齢
18
歳
〜
35
歳
、名
護

市
在
住
ま
た
は
通
学
、勤
務
す
る
男
性

で
未
婚
既
婚
は
問
い
ま
せ
ん
。平
成
30
年

1
月
27
日（
土
）の
選
出
大
会
に
出
場

で
き
、選
出
よ
り
1
年
間
名
護
市
内
外

で
開
催
さ
れ
る
行
事
に
積
極
的
に
参
加

で
き
る
方
。

応
募
方
法　

規
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
写
真
添
付
の
上

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
平
成

30
年
1
月

15
日

（
月
）必
着　

※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
書
類
選
考
の
上
決
定
し
ま
す
。

問
名
護
が
じ
ゅ
ま
る
王
子
実
行
委
員
会

（
名
護
社
交
飲
食
業
組
合
内
）

５
2
‐
7
0
5
0

☎
4
3
‐
6
4
6
5

FAX 第
８
代 

名
護
が
じ
ゅ
ま
る
王
子
募
集
！

そ
の
他

問
税
務
課 

市
民
税
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
8
7
）

☎ 平
成
30
年
度（
29
年
分
）

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｄ
Ａ 

人
財
育
成
チ
ー
ム

５
５‐３
３
３
３（
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
）

☎ 募
集 

女
性
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ「
な
ご
ら
ぼ
」

※
参
加
費
無
料

http://nda.city.nago.okinaw
a.jp

HP

　

第
56
回
を
迎
え
る
名
護
さ
く
ら
祭

り
で
は
、新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
、

こ
れ
か
ら
の
さ
く
ら
祭
り
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。広
く
市
民
皆
さ
ま
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
11
日（
月
）〜
1
月

10
日（
水
）

※
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
名
護
十
字
路
商
店
連
合
会

5
3
‐
5
3
1
1

☎
5
3
‐
5
3
1
9

FAX 名
護
さ
く
ら
祭
り

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
募
集

　

平
成

30
年
２
月
４
日
執
行
予
定
の

名
護
市
長
選
挙
の
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格　
18
歳
以
上（
高
校
生
は
除
く
）

従
事
期
間（
定
員
）　
①
12
月
中
旬
〜

２
月
上
旬
／
４
人 

②
1
月
29
日（
月
）

〜
２
月
４
日（
日
）／
６
人

時
間　
①
、②
と
も
に
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分（
残
業
あ
り
）

①
お
仕
事
ス
キ
ル
セ
ミ
ナ
ー「
女
性
ら

し
い
働
き
方
と
は
」県
内
Ｉ
Ｔ
企
業
で

活
躍
す
る
女
性
講
師
か
ら
学
び
ま
す
。

②
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
改
善
セ
ミ
ナ
ー「
エ
ク

セ
ル
の
使
い
方
基
礎
」

日
時　
①
12
月
16
日（
土
） 

午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分 

②
12
月
18
日

（
月
） 

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

対
象　

10
〜
30
代
の
女
性
、長
期
的
に

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方

定
員　
各
先
着
12
人（
事
前
予
約
制
と

な
り
ま
す
）

会
場　
株
式
会
社
ス
プ
リ
ン
グ
ナ
レ
ッ

ジ
ラ
ボ

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
名
護
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

５
３‐２
０
１
３（
担
当:

玉
城
）

☎ 選
挙
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

問
市
営
市
場
管
理
事
務
所　

４
３‐
0
4
7
8

☎ 市
営
市
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
秘
書
渉
外
課 

秘
書
交
流
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
9
7
）

☎問
名
護
市
商
工
会

5
2
‐
4
2
4
3

☎

平
成
30
年 

名
護
市
新
春
の
集
い

賃
金　
日
給
６
４
０
０
円（
残
業
手
当

別
途
支
給
）

選
考　
書
類
選
考
後
、随
時
面
接
実
施

応
募
方
法　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）を
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
選
挙
管
理
委
員

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、定

員
の
採
用
が
確
定
し
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

受
付　
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後

５
時

申
込
先　
〒
９
０
５-

０
０
１
４ 

名
護

市
港
二
丁
目
１
番
１
号 

名
護
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局

ＮＰＯ法人名護市体育協会（２１世紀の森体育館内）「ＮＡＧＯハーフマラソン実行委員会事務局」問 ５３‐６８９０☎ ５４‐１０８３ＦＡＸ

2018
1.21（日）

2017
12.8（金）
申込締切

開 催 日

【雨天決行】

【定員に達し次第締め切り】

定　員

種　目

スタート

ハーフマラソンの部 10ｋｍの部 3ｋｍの部
一般男子・一般女子

（中学・高校生を含む）・
親子マラソン

（小学生１人と親などの２人１組）

一般男子・
一般女子

（高校生を含む）・
高校男子

一般男子・各世代
（30代～75代）
一般女子・各世代
（30代～75代）

3,000人 500人 -

午前
９時

午前
９時1０分

午前
９時２０分

受付時間 午前６時３０分～午前８時３０分

一般：３，６００円
中学生・高校生：1，１００円
親子マラソン：２，６００円

参 

加 

料
参
加
資
格

陸協登録者および
ハーフマラソン
２時間50分以内で
走れる健康な方。
高校生・中学生については、
保護者の同意が必要です。

表 彰 式 競技終了後 受付場所 名護市陸上競技場内

参加者にはＴシャツ、
飲み物を贈呈します　

第５9回ＮＡＧＯハーフマラソン
締切間近締切間近

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.eltax.jp/

HP
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編
集
後
記

　

県
外
の
友
人
の
結
婚
披
露
宴
に
出
席

し
た
。恋
人
の
い
な
か
っ
た
彼
に「
出
会

い
に
有
効
に
使
っ
て
」と
名
護
の
果
物
を

送
っ
て
い
た
の
が
功
を
奏
し
た
か
は
不

明
だ
が
、友
人
の
親
御
さ
ん
か
ら
も「
あ

の
果
物
の
人
ね
」と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

名
護
の
特
産
物
で
印
象
に
残
っ
て
い
た

の
な
ら
う
れ
し
い
こ
と
だ
。

　

本
誌
で
紹
介
し
た「
笑
費
隊
」は
明
る

く
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て

い
る
。身
近
な
果
物
だ
が
、お
い
し
く
て

使
用
の
幅
が
広
い
。年
末
は
、お
風
呂
に

入
れ
て
試
し
て
み
よ
う
。　 

（
ゆ
う
き
）

　

ひ
ろ
ば
担
当
と
な
り
、ツ
ー
ル
・
ド
・

お
き
な
わ
の
現
場
に
初
め
て
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
人
混
み
と
交
通
規
制
を
避

け
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
い
つ
も
家
で

過
ご
し
て
い
た
が
、広
報
と
し
て
初
の

レ
ー
ス
観
戦
。率
直
に
言
っ
て
す
ご
か
っ
た
。

各
報
道
機
関
が
集
ま
る
ゴ
ー
ル
付
近
に

陣
取
り
撮
影
を
し
た
が
、猛
ス
ピ
ー
ド

で
通
り
過
ぎ
る
選
手
か
ら
の
見
え
な
い

空
気
砲
を
受
け
た
よ
う
な
衝
撃
。こ
れ

は
癖
に
な
り
そ
う
だ
。レ
ー
ス
を
特
等

席
で
見
れ
て
役
得
だ
っ
た
。あ
ー
、広
報

や
っ
て
て
、よ
か
っ
た
。      

（
も
ず
く
）

　

現
環
境
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴

い
、新
た
な
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

（
焼
却
施
設
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
）の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

き
、本
事
業
に
係
る
計
画
段
階
環
境

配
慮
書
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、左
記
の

場
所
に
て
、公
告
・
縦
覧
し
ま
す
。

期
間　

１２
月
１
日（
金
） 

午
前
８
時

30
分
〜
１
月
５
日（
金
） 

午
後
５
時
１5
分

（
土
、日
お
よ
び
祝
日
、年
末
年
始
は
除
く
）

場
所　

本
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
、名
護

市
環
境
セ
ン
タ
ー
、名
護
市
安
和
公

民
館
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　
　
　
　

意
見
の
提
出
方
法　

①
所
定
の
用
紙

に
ご
意
見
を
ご
記
入
の
上
、直
接
窓
口

へ
提
出
ま
た
は
郵
送 

②
名
護
市
役
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
所
定
の
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、ご
意
見
を
ご
記
入

の
上
、右
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
送
付

※
電
話
や
口
頭
で
の
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
掲
示
板
へ
の
投
稿
を
募
集

中
で
す
。毎
月
１
日
か
ら
先
着
順
。

1
件
に
つ
き
1
0
0
字
以
内
。

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
3
3
5
）

☎hiroba@
city.nago.lg.jp

企
画
情
報
課 

情
報
政
策
係

問
5
3
‐
6
2
1
0

FAX

問
環
境
対
策
課 

環
境
政
策
係

5
2
‐
0
0
0
3

☎ 名
護
市
新
設
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業

計
画
段
階
環
境
配
慮
書
の
公
告・縦
覧

kankyoutaisaku@
city.nago.lg.jp

地
域
い
ち
ば
情
報

◉
ぴ
ん
ぷ
ん
日
曜
朝
市

日
時　
第
２
、４
日
曜

　
　
　

午
前
6
時
〜
午
前
9
時

場
所　
ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル

         

南
側
広
場

◉
宮
里
区
朝
市

日
時　
第
３
日
曜

　
　
　
午
前
7
時
30
分
〜
午
前
10
時

場
所　
宮
里
区
公
民
館

◉
勝
山
軽
ト
ラ
市

日
時　
毎
月
第
４
日
曜

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

場
所　
（
有
）勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

          

構
内

　

中
小
企
業
庁
が
設
置
す
る
経
営
相

談
所
で
す
。地
域
の
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
が
抱
え
る
経
営
の
悩
み
や

課
題
な
ど
の
解
決
に
向
け
た
方
法
の

提
案
な
ど
、専
門
家
が
総
合
的
に
支

援
し
ま
す
。

場
所　

名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

３
階

開
催
日　
１２
月
６
日（
水
）、１３
日（
水
）、

２0
日（
水
） 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

問
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

0
9
8
‐
8
5
1
‐
8
4
6
0

☎ 沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
よ
る

経
営
相
談
窓
口
に
つ
い
て

http://yorozu.okinaw
a/satellite

HP

　

平
成
28
年
1
月
か
ら
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
義
務
付
け
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
来
所
し
た
際
に
、記
載

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。次
の
①

ま
た
は
②
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
番
号

記
載
の
あ
る
住
民
票
と
、運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
写
真
つ
き
身
分

証
明
書

※
手
続
き
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、窓
口
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
護

5
2
‐
2
8
1
0

☎ 雇
用
保
険
申
請
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

◉
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転（
経
験
者
）

（
２
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】１２
月
１１
日（
月
）

〜
１２
日（
火
）

◉
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転（
未
経
験

者
）（
４
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】１２
月
１１
日（
月
）

〜
１4
日（
木
）

◉
小
型
車
両
系
特
別
教
育（
２
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】１２
月
１8
日（
月
）

〜
１9
日（
火
）

定
員　

各
１５
人

会
場　

学
科
・
実
技
と
も
に
サ
ポ
ー
ト

問
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護

４
３‐０
１
５
９

☎ サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護
１２
月
講
習

◉
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

受
講
料　
4
万
5
9
0
0
円（
テ
キ
ス

ト
代
込
）

定
員　
20
人

日
時　
【
学
科
】1
月
29
日（
月
）

【
実
技
】1
月
30
日（
火
）〜
2
月
2
日（
金
）

問
（一社
）沖
縄
県
労
働
基
準
協
会 

北
部
支
部

５
４‐４
７
０
０

☎ 労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

平
成
30
年
1
月
講
習
会

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
、N
P
O
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、地
縁
組
織
な
ど
が
高
齢
者
向
け

に「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

名
護
市
で
は
、住
民
が
主
体
と
な
っ
て

行
う「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
B
」の
基
準

を
満
た
す
団
体
に
運
営
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　

仲
間
と
の
趣
味
の
活
動
費
が
必
要

な
団
体
や
高
齢
者
の
集
い
の
場
を
つ

く
り
た
い
、継
続
し
た
い
と
い
う
団
体

は
、介
護
長
寿
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
介
護
長
寿
課 

高
齢
福
祉
係

５
３‐１
２
１
２（
内
1
0
5
）

☎ 高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
補
助
金
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
家
事
支
援
に
興
味
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
の
高
齢
者
宅
に
週
に
１
〜
３
回
、

1
時
間
、「
掃
除
・
洗
濯
・
料
理
・
買
い
物

代
行
」な
ど
、介
護
で
は
な
く
、家
事
の

手
助
け
を
し
ま
す
。で
き
る
と
き
に

問
名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

5
3
‐
3
1
1
5

☎ 名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
大
募
集

で
き
る
分
だ
け
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
毎
月
第
１
水
曜
日 

午
前
10
時
か
ら

入
会
説
明
会
実
施
中

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。

セ
ン
タ
ー
名
護
に
て
行
い
ま
す
。

※
受
講
料
・
受
講
内
容
な
ど
、詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民のひろば 2017 . 1227

やさ
っ！

わらびんぬにんとーくとぅ
しじかにしみそーりよーたい
（子どもが寝てるので
静かにしてくださいね）

いっぺーうじらーさんやー
（とってもかわいいね）



広 告 欄 広 告 欄
忘年会は
安く・美味しく
楽しい時間を

12月 今年の忘年会は、ぽこぽんで美味しいお料理と共にいかが？
　　　 低価格にこだわった料理6品＋3時間飲み放題 2,500円
　　　 ◎ぽこぽん自慢の料理8品＋3時間飲み放題 3,000円

充実の宴会プランは、【居酒屋ぽこぽん】で検索！　詳しい情報は、ネットで確認！
名護市営市場2F その他多彩なコース料理・飲み放題プランあり

お問合せ：070-5416-1129 ぽんぽこ居酒屋 ぽこぽん 日・月定休

地産地消で名護を元気に！地鶏と地豚料理

NEW!

完全禁煙の『食事も楽しめる』居酒屋さん
小鉢も多数ついた定食メニューもあるよ！
季節毎のお酒や料理もご用意！
仲村製菓店にて千両厚焼き玉子サンド！

豊原区は今年で区制70周年を迎えました。
記念事業として「未来 とよはら 彫刻展」と
銘打って区内の市道豊原3号線歩道を利用
して彫刻展の展示を行います。

会期 2017年10月16日～2018年10月
主催 名護市豊原区　 協力 沖縄県立芸術大学彫刻専攻
場所 市道豊原3号線沿い、多目的広場
お問い合わせ　０９８０-５５-２１０６　豊原地区会館

是非お越しいただき、素晴らしい作品をご鑑賞ください。

※広告欄掲載については、企画情報課（53-1212（内線335））までお問い合わせください。この広告は、広告主の責任において掲載しているものです。広告掲載料は、名護市こども夢基金に積み立てられます。

●発行/名護市  ●担当/名護市地域政策部企画情報課情報政策係 〒905-8540  沖縄県名護市港一丁目1番1号  TEL.0980-53-1212(内線335)  FAX.0980-53-6210  URL.http：//www.city.nago.okinawa.jp/ 
●印刷/株式会社 琉球若草  〒905-0017  沖縄県名護市大中1丁目19-24  名護市産業支援センター1F  TEL.0980-53-6050

名護市広報 市民のひろば12月号 平成29年12月1日発行

参加費

市
外
参
加
者

大人
【2日間】事前申込
【1日間】事前申込

2,000円
1,200円

1,800円／当日
1,000円／当日

中・高
校生
【2日間】事前申込
【1日間】事前申込

800円
500円

600円／当日
300円／当日

※市内外を問わず小学生以下(12歳以下)は無料。但し、参加申込は必要。
※市内参加者の対象範囲は、市内在住、市内の事業所に勤めている方。

市
内
参
加
者

大人 【両  日】事前申込  300円／当日   500円

中・高
校生 【両  日】事前・当日問わず 　　　 　100円

団体
（学生） ※10人以上

【両  日】事前・当日問わず 　　　　100円

大会日程

受付・出発・スタート時間 ※スタート時間厳守。先に出発した場合、
　完歩証は発行いたしません。

距  離

40km 古宇利・ワルミ・屋我地三大ブリッジコース① 5：30 6：10 6：30

20km 30th Anniversaryコース② 7：00 7：40 8：00

10km 久護家・フクギ並木コース ★③ 9：00 9：40 10：00

3km ゆったりビーチコース ★④ 10：00 10：40 11：00

コース名 受　付 出発式 スタート

★＝ノルディックウォーク体験ができます。12月9日（土）

※ゴール開設時間は、正午から午後4時です。

距  離

30km 辺野古サンライズコース⑤ 6：00 6：40 7：00

20km 30th Anniversaryコース⑥ 7：00 7：40 8：00

10km なんぐすく森林浴コース ★
（歩きたくなる道500選No,10）
⑦ 9：00 9：40 10：00

3km あけみおまんまるコース ★⑧ 10：00 10：40 11：00

コース名 受　付 出発式 スタート

★＝ノルディックウォーク体験ができます。12月10日（日）

※ゴール開設時間は、正午から午後4時です。
※朝食は当日、パンの販売もあります。（受付開始～10：00頃まで）

名護・やんばるツーデーマーチ特別企画

うちなー野菜健康レシピ紹介名護市商工観光局 公民館などにて配布中

募集要項

12月9日（土） 試食会（正午～）健康パネル展クイズ

受　付：当日会場内にて

参加費：無料。
どなたでも参加できます。

3kmコース
にて実施

12月9日（土）
対象：申込済の個人・団体どなたでも参加できます。
受付：各コーススタート後に、特設ステージ上に
        集合してください。

10km・
3kmコース
にて実施12月9日（土）・12月10日（日）

ノルディックウォーク体験

レンタル費：500円

10km・3kmコースでノルディックウォークが
体験できます！（初心者・ベテラン大歓迎！）
また、当日ノルディックブースにてポールレンタルできます。
※事前の申込必須

コスチュームウォークコンテスト

ウォーカーふれあいパーティー

12月9日（土） 開場16：00～

場　所：21世紀の森屋内運動場（大会会場内）

参加費：1,000円
（当日、会場にてお支払）

なごわくわくしちゃウォーク

名護・やんばるツーデーマーチ実行委員会事務局
〒905-0017  沖縄県名護市大中1丁目19番24号名護市商工観光局内

大会に関する
申込・お問合せ先

0980-53-7530
0980-53-7522 shoukan01@city.nago.okinawa.jpe-mailFAX

TEL

参加企業大募集！！

2017年

会 場／名護市21世紀の森
屋内運動場

会 場／会 場／会 場／名護市21世紀の森
屋内運動場

12月9日（土）・10日（日）
30thAnniversary
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